
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

安部公房「ミリタリィ・ルック」あるいは実存主義
的アナキズム : 短編小説「保護色」、三島由紀夫、
ロラン・バルト

大場, 健司
九州大学大学院地球社会統合科学府 : 博士後期課程

https://doi.org/10.15017/1551325

出版情報：九大日文. 25, pp.113-137, 2015-03-31. 九州大学日本語文学会
バージョン：
権利関係：



一
、
は
じ
め
に

―
安
部
公
房
研
究
の
問
題
性

近
年
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
が
研
究
さ
れ
る
際
に
は
、

二
つ
の
大
き
な
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
は
、
映
画
や
演
劇
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
安

(1)

部
が
一
九
六
二
年
二
月
に
日
本
共
産
党
か
ら
除
名
さ
れ
、
長
編
小
説
『
砂

の
女
』（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
六
月
）
を
発
表
す
る
ま
で
の
テ
ク
ス
ト
が
扱

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
鳥
羽
耕
史
『
運
動
体
・
安
部
公
房
』（
一
葉
社
、
二
〇
〇
七
年
五

月
）
や
呉
美
姃
『
安
部
公
房
の
〈
戦
後
〉

―
植
民
地
経
験
と
書
記
テ
ク

ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
』（
ク
レ
イ
ン
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
）
、
木
村
陽
子
『
安
部

公
房
と
は
だ
れ
か
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
と
い
っ
た
先
行
研
究

で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
『
砂
の
女
』
ま
で
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ

ク
」
あ
る
い
は
実
存
主
義
的
ア
ナ

キ
ズ
ム

―
短
編
小
説
「
保
護
色
」、
三
島
由
紀
夫
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト

―

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n
j
i

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
前
景
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
安
部

が
一
九
五
〇
年
代
に
日
本
共
産
党
員
だ
っ
た
と
い
う
政
治
性
で
あ
る
と
言

っ
て
も
よ
い
。
木
村
は
、
安
部
が
日
本
共
産
党
か
ら
除
名
を
受
け
て
か
ら

「
左
翼
思
想
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
よ
り
自
由
な
発
想
が
取
れ
る
よ

う
に
」

な
り
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
（Sam

uel
B
eckett,

1906-1989

）

(2)

や
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
（H

aro
ld

P
int

e
r,
1930 -

20
08

）
ら
の
現
代
文
学
、

現
代
演
劇
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
共

産
党
員
と
し
て
の
政
治
性
と
、
共
産
党
除
名
後
の
芸
術
性
と
が
二
項
対
立

的
な
関
係
に
あ
る
。

こ
の
政
治
性
／
芸
術
性
の
二
項
対
立
は
、
安
部
に
対
す
る
「
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
」（a

v
a
n
t
g
a
r
d
e

）
や
「
前
衛
」（v

a
n
g
u
a
r
d

）
と
い
う
評
価
と
も
関

わ
っ
て
い
る
。
波
潟
剛
は
『
越
境
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』（

出
版
、

N
T
T

二
〇
〇
五
年
七
月
）
に
お
い
て
、
安
部
『
砂
の
女
』
の
受
容
に
つ
い
て
論
じ
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
（
前
衛
）
の
作
家
安
部
公
房
」
と
い
う
言
い

回
し
は
す
で
に
定
着
し
た
感
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
彼
の
政
治
的

前
衛
と
し
て
の
評
価
が
、
い
つ
し
か
芸
術
的
前
衛
と
し
て
の
そ
れ
に

推
移
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
『
砂
の
女
』
以
降
、

安
部
公
房
文
学
の
前
衛
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
議
論
が
あ
る
一
方

で
、
逆
に
「
衰
退
」
し
た
の
だ
と
い
う
見
解
も
少
な
く
な
い
。
と
こ

ろ
が
「
衰
退
」
論
者
に
と
っ
て
は
、
『
砂
の
女
』
以
前
の
政
治
的
前

衛
と
し
て
の
安
部
公
房
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。
こ
う
し
た
ね
じ
れ

を
抱
え
た
ま
ま
安
部
公
房
は
「
前
衛
作
家
」
と
し
て
の
評
価
を
集
め



て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
は
い
わ
ゆ
る
芸
術
的
前
衛
、
そ

し
て
政
治
的
前
衛
と
い
う
二
つ
の
「
前
衛
概
念
」
に
基
づ
い
て
い
る

の
だ
が
、
実
際
に
評
価
の
枠
組
み
を
提
供
し
た
の
は
、
作
家
の
政
治

姿
勢
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
小
説
『
砂
の
女
』
批
評
に
お
け
る
対

立
と
錯
綜
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
(3)

し
た
が
っ
て
、
安
部
公
房
を
論
じ
る
先
行
研
究
に
は
、
共
産
党
員
と
し

て
の
政
治
性
を
評
価
す
る
も
の
と
、
共
産
党
除
名
後
の
芸
術
性
を
評
価
す

る
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
現
在
の
安
部
公
房
研
究
に
お
い
て
も
、

『
砂
の
女
』
ま
で
の
テ
ク
ス
ト
が
中
心
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
政
治
性
／
芸

術
性
の
二
項
対
立
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
共
産
党
除
名
後
の
安
部
が
左
翼
思
想
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

と
本
当
に
言
い
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
安
部
の
左
翼
思
想
に
は
共

産
主
義
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本

稿
で
は
、
共
産
党
除
名
後
の
安
部
に
政
治
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
政
治

性
／
芸
術
性
と
い
う
二
項
対
立
を
破
壊
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

本
稿
で
主
に
論
じ
る
の
は
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ

ク
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
六
八
年
八
月
号
）
で
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
「
異

端
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」（『
中
央
公
論
』
一
九
六
八
年
九
月
号
）
と
「
内
な
る
辺
境
」

（
『
中
央
公
論
』
一
九
六
八
年
一
一
―
一
二
月
号
）
と
共
に
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
内

な
る
辺
境
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
一
一
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
エ

ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
安
部
が
「
辺

境
」
を
舞
台
に
し
た
『
砂
の
女
』
を
発
表
し
た
後
に
、
長
編
小
説
『
他
人

の
顔
』（
講
談
社
、
一
九
六
四
年
九
月
）
や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』（
新
潮
社
、
一

九
六
七
年
九
月
）
に
お
い
て
「
都
市
」
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
発
表
し
た
時

期
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
扱
う
こ
と
で
、
発
表
当

時
の
一
九
六
八
年
に
お
け
る
安
部
の
政
治
思
想
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
思
想
家
と
し
て
安
部
公
房
を
捉
え
る
こ
と
で
、
こ
の
テ

ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

二
、
先
行
研
究

安
部
の
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
（N

azi

G
erm
any

）
や
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
と
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
（T

he
B
eatles,

1961-1970

）

の
軍
服
調
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
比
較
さ
れ
て
い
る
。
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

ッ
ク
〉（m

ilitary
look

）
と
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日

し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
一
九
六
六
年
頃
に
、
若
者
た
ち
の
間
で
ア
メ
リ
カ
軍
の
軍
服
に
似
た

服
装
が
流
行
し
て
登
場
し
た
も
の
だ
っ
た

。
グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
と

(4)

呼
ば
れ
た
日
本
の
ロ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
影
響
が
あ

り
、
軍
服
調
の
衣
装
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。
各
週
刊
誌
に
も
〈
ミ

リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
関
連
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り

、
当
時
の
流

(5)

行
が
窺
わ
れ
る
。

当
時
は
、
安
部
公
房
自
身
も
、
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
を
好
ん
で

お
り
、
安
部
の
娘
で
あ
る
安
部
ね
り
に
よ
れ
ば
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ

ィ
・
ル
ッ
ク
」
は
「
ミ
リ
タ
リ
ー
ル
ッ
ク
好
き
は
、
戦
争
が
好
き
と
は
違

う
と
い
う
言
い
訳
の
エ
ッ
セ
イ
」

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

(6)

そ
れ
で
は
発
表
当
時
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
は
ど
の
よ
う
に
評



価
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
エ
ッ
セ
イ
集
『
内
な
る
辺
境
』
が
一
九
七

一
年
一
一
月
に
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
際
に
は
、『
内
な
る
辺
境
』

の
書
評
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
利
沢
行
夫
は

『
群
像
』
一
九
七
二
年
三
月
号
に
お
い
て
、
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
ミ
リ
タ
リ

ィ
・
ル
ッ
ク
で
歌
っ
て
い
て
、
新
宿
あ
た
り
で
同
じ
よ
う
な
恰
好
を
し
た

若
も
の
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
と
い
っ
た
時
の
風
俗
に
対
し
て
お
こ
な
わ

れ
た
安
部
固
有
の
考
察
」

だ
と
評
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
安
部
は
新
宿

(7)

と
い
う
都
市
空
間
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
柾
谷
悠
は
、
安
部
の
『
内
な
る
辺
境
』
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
が
、
「
異
端
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
「
内
な
る
辺
境
」
に
焦
点
を

当
て
て
お
り
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い

。
こ

(8)

の
よ
う
に
、『
内
な
る
辺
境
』
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
、「
異
端
の
パ
ス
ポ

ー
ト
」
と
「
内
な
る
辺
境
」
が
主
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
ミ
リ
タ

リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
自
体
、
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
傾
向
は
、
そ
れ
以
降
の
先
行
研
究
に
も
当
て
は
ま
り
、
マ
ー
ク
・

ジ
ボ
ー
（M

ark
G
ibeau

）
は
『
内
な
る
辺
境
』
論
を
発
表
し
て
は
い
る
が
、

「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い

。
こ
の
よ

(9)

う
に
、
先
行
研
究
で
『
内
な
る
辺
境
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
は
、
一

般
的
に
一
次
資
料
と
し
て
の
安
部
の
小
説
を
論
じ
る
際
の
参
考
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
内
な
る
辺
境
』
が
一
九
七
五
年
七
月
に
中
公
文

庫
か
ら
出
版
さ
れ
た
際
に
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（D

onald
K
eene,

1922-

）

が
解
説
を
寄
せ
て
い
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
『
内
な
る
辺

境
』
の
所
収
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
、「
異
端
の
パ
ス
ポ
ー

ト
」
、
「
内
な
る
辺
境
」
の
三
篇
で
は
、「
正
統
と
異
端
と
の
対
立
」

が
テ

(10)

ー
マ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
（Susan

Sontag,
1933-2004

）
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
（fascism

）
論
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
魅
力
」

（"Fascinating
Fascism

,"
1975

)

が
軍
服
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
、
ア

メ
リ
カ
で
の
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
の
流
行
に
お
け
る
サ
ド
・
マ
ゾ

ヒ
ズ
ム
（sado-m

asochism

）

的
な
「
異
端
」
と
、
安
部
が
提
示
す
る
「
異

端
」
の
差
異
を
示
し
て
い
る

。
(11)

近
年
の
先
行
研
究
で
は
、
安
部
『
内
な
る
辺
境
』
の
英
訳

を
行
っ
た

(12)

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
リ
チ
マ
ン
（R

ichard
F.
C
alichm

an

）
が
、
安
部
が
国
民
国

家
に
対
し
て
批
判
を
行
う
社
会
理
論
を
提
示
し
て
い
る
と
論
じ
、
エ
ッ
セ

イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
触
れ
て
い
る
。
カ
リ
チ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
い
て
は
、
「
人
間
が
時
間
と
と
も
に
内

面
化
し
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
や
社
会
的
役
割
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
支
え
る
本
質
論
的
な
人
間
概
念
」

と
「
す
べ
て
の
近
代
的
権
力
に
内

(13)

在
す
る
」

フ
ァ
シ
ズ
ム
が
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

(14)

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ

リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
『
内
な
る
辺
境
』
の

解
説
や
書
評
で
扱
わ
れ
る
程
度
で
、
同
時
代
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や
ポ
ス
ト

モ
ダ
ニ
ズ
ム
（postm

odernism

）
と
の
関
係
性
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
発

表
当
時
の
書
評
や
解
説
を
除
く
と
、
本
格
的
な
先
行
研
究
は
先
述
し
た
リ

チ
ャ
ー
ド
・
カ
リ
チ
マ
ン
の
論
文
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
テ

ク
ス
ト
を
同
時
代
の
政
治
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
き
、
そ
の
改
稿
過
程

や
安
部
の
他
の
小
説
と
の
関
係
性
を
視
野
に
入
れ
て
論
じ
て
い
く
。ま
た
、

小
説
や
戯
曲
で
は
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
も
、
本
稿
の



狙
い
で
あ
る
。
安
部
を
作
家
と
し
て
の
み
な
ら
ず
同
時
に
思
想
家
と
し
て

扱
う
こ
と
は
、
安
部
の
政
治
思
想
を
理
解
す
る
う
え
で
も
重
要
な
こ
と
だ

ろ
う
。

三
、「
保
護
色
」
と
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」

―
共
産
主
義
と
ア
ナ
キ
ズ
ム

安
部
公
房
の
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
は
、
雑
誌
『
中
央

公
論
』
一
九
六
八
年
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
雑
誌
掲
載
時
に
は
、
エ
ッ

セ
イ
に
「

」
か
ら
「

」
ま
で
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
九

1

5

七
一
年
一
一
月
に
単
行
本
『
内
な
る
辺
境
』
に
収
録
さ
れ
た
際
に
は
、
通

し
番
号
は
省
略
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
二
行
空
き
に
な
っ
て
い
る
。「

」
1

と
「

」
で
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
軍
服
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
軍
服
が
比

2

較
さ
れ
て
い
る
。
「

」
で
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
軍
服
が
「
実
戦
用

1

の
機
能
を
、
い
さ
さ
か
も
損
う
こ
と
な
く
、
し
か
も
完
全
に
美
学
的
要
求

を
満
足
さ
せ
」
た
「
警
戒
色
型
軍
服
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
近
代
国

家
」
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
「
機
能
本
位
の
制
服
」
に
は
作
業
着
を
思
わ
せ

る
「
保
護
色
的
デ
ザ
イ
ン
」
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る

。
「

」
で
は
、

(15)

2

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
軍
服
が
「
日
常
性
か
ら
の
断
絶
」
を
強
調
す
る
こ
と

で
国
家
権
力
を
表
象
す
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
は
「
一
見
作

業
着
を
思
わ
せ
る
」
デ
ザ
イ
ン
で
日
常
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
国
家
権

力
と
い
う
「
軍
服
の
本
質
」
を
覆
い
隠
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る

。
(16)

こ
こ
で
安
部
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
隠
し
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
に
「
「
近

代
国
家
」
の
偽
善
性
」

を
見
い
だ
し
て
い
る
。
「

」
で
は
、
「
ス
タ
ー

(17)

3

リ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
突
入
寸
前
の
、
ナ
チ
ス
の
兵
士
た
ち
数
人
の
姿
」
を
う

つ
し
た
写
真
と
、
「
降
伏
し
た
ナ
チ
ス
の
兵
士
」
の
写
真
が
対
比
さ
れ
て

い
る

。
「

」
で
は
、
安
部
が
実
際
に
新
宿
で
見
た
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

(18)

4

ッ
ク
〉
が
、
パ
ロ
デ
ィ
（parody

）
と
し
て
の
「
国
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

軍
服
」

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「

」
で
は
、
そ
の
〈
ミ
リ
タ

(19)

5

リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
が
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
見
い
だ
さ
れ
、
「
平
和
の
正
統
性
と

ひ
き
か
え
に
、
軍
服
の
正
統
性
を
維
持
し
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
、
国
家
そ

の
も
の
の
茶
番
化
」

が
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(20)

こ
の
よ
う
に
、
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
は
軍

服
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
安
部
の
他
の
小
説
や
戯
曲
で
は
軍
服
は

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
安
部
の
作
品
で
軍
服
な
ら
ぬ

制
服
が
登
場
す
る
も
の
と
し
て
は
、
短
編
小
説
「
保
護
色
」（
生
前
未
発
表
、

一
九
五
一
年
五
月
）
と
戯
曲
「
制
服
」（
『
群
像
』
一
九
五
四
年
一
二
月
号
）

を
挙

(21)

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
行
研
究
で
は
、
木
村
陽
子
が
初
出
版
「
制
服
（
五

景
）
」
と
「
保
護
色
」
が
共
通
し
て
階
級
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る

。
(22)

先
述
し
た
よ
う
に
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
は
〈
保
護
色
〉
と

い
う
言
葉
が
、
機
能
主
義
的
な
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
〈
保
護
色
〉
と
軍
服
の
関
係
性
に
つ
い
て
考

察
す
る
た
め
に
、
短
編
小
説
「
保
護
色
」
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ

の
テ
ク
ス
ト
の
先
行
研
究
で
は
、
和
田
勉
が
、
安
部
「
保
護
色
」
が
生
物

学
的
な
内
容
を
踏
ま
え
て
階
級
制
や
制
服
を
風
刺
し
て
い
る
と
論
じ
て
い

る

。
先
述
し
た
よ
う
に
、
木
村
は
「
制
服
」
と
「
保
護
色
」
の
関
係
性

(23)

を
論
じ
て
い
る
が
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
と
「
保
護
色
」
の
関
係



性
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
「
保
護
色
」

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
階
級
制
や
制
服
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
か
を

考
察
し
た
う
え
で
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
と
の
比
較
を
試
み
る
。

短
編
小
説
「
保
護
色
」
は
、
も
と
も
と
雑
誌
『
群
像
』
一
九
五
一
年
七

月
特
大
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
「
手

―
他

一
篇

―
」
に
差
し
換
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
経
緯
に
つ
い

(24)

て
、
当
時
、
一
九
五
一
年
五
月
に
安
部
が
石
川
淳
（
一
八
九
九
―
一
九
八
七

年
）
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
「
保
護
色
」
で
は
「
極
め
て
科
学
的
な
、
実

証
的
な
も
の
」
を
方
法
に
し
、
「
い
さ
さ
か
思
想
的
に
傾
向
を
は
っ
き
り

出
し
た
の
で
、
群
像
は
い
や
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」
と
あ
る

。
安

(25)

部
が
こ
の
書
簡
に
書
い
て
い
る
思
想
的
な
傾
向
に
つ
い
て
、
鳥
羽
耕
史
は

「
も
ち
ろ
ん
作
品
の
芸
術
的
価
値
判
断
の
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
強
い

政
治
的
寓
意
性
が
「
純
文
学
」
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
忌
避
さ
れ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
安
部
自
身
そ
う
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
」

と
(26)

論
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
「
保
護
色
」
の
ど
の
よ
う
な
政
治
性
が
『
群

像
』
へ
の
掲
載
を
躊
躇
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

短
編
小
説
「
保
護
色
」
は
全
四
章
か
ら
成
り
、
「

」
で
は
主
人
公
と

1

「
先
生
」
の
い
る
研
究
室
に
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
皮
膚
の
色
が
変
化
す

る
〈
保
護
色
〉
の
少
女
が
訪
れ
る
。
「

」
で
は
、
主
人
公
と
「
先
生
」

2

が
街
を
歩
き
な
が
ら
、
皮
膚
や
衣
服
が
「
階
級
の
尺
度
」

に
な
っ
て
い

(27)

る
こ
と
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
（M

arxism

）
や
進
化
論
と
の
関
連
で
話
し
合

う
。
「

」
で
は
、
科
学
博
物
館
で
主
人
公
と
「
先
生
」
が
生
物
研
究
室

3

の

氏
と
〈
保
護
色
〉
に
つ
い
て
議
論
し
、
最
終
的
に

氏
が
〈
保
護
色
〉

S

S

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「

」
で
は
、
〈
保
護
色
〉
の
少
女
の
父
親
が
登

4

場
し
、
そ
の
父
親
も
〈
保
護
色
〉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
人
公
は
少

女
を
「
保
護
色
か
ら
倫
理
的
に
解
放
」
し
て
「
労
働
者
の
運
命
に
し
っ
か

り
鎖
で
結
び
つ
け
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
親
子
の
家
に
向
か
う
が
、

そ
の
父
親
は
「
服
だ
け
を
残
し
て
中
身
は
ど
こ
か
に
消
え
て
」
し
ま
う

。
(28)

こ
の
テ
ク
ス
ト
で
制
服
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
の
は
、
「

」
で
主

2

人
公
と
「
先
生
」
が
皮
膚
や
衣
服
の
社
会
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
面
に

お
い
て
で
あ
る
。
街
で
制
服
を
着
た
小
学
生
を
見
て
、
「
先
生
」
は
制
服

を
「
支
配
者
の
武
器
」
な
の
だ
と
言
う
。

―
見
た
ま
え
、
制
服
っ
て
い
う
や
つ
だ
。
制
服
の
歴
史
的
分
析
を

や
っ
て
見
た
ら
面
白
か
ろ
う
ね
。
制
服
は
い
つ
も
階
級
の
し
る
し
で

あ
り
、
支
配
者
の
武
器
だ
っ
た
。
制
服
の
問
題
が
理
論
的
に
解
明
さ

れ
れ
ば
、
服
装
一
般
の
史
的
分
析
も
自
然
に
分
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
(29)

こ
う
述
べ
た
あ
と
「
先
生
」
は
、
制
服
な
ど
の
衣
服
が
分
業
の
内
容
や

階
級
の
性
格
を
示
す
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
衣
服
に
お
け
る
〈
保

護
色
〉
／
〈
警
戒
色
〉
の
組
み
合
わ
せ
が
「
階
級
の
尺
度
」
に
な
っ
て
い

る
と
言
う

。
パ
ト
ロ
ー
ル
警
官
に
対
し
て
は
、「
あ
れ
は
制
服
の
化
物
だ
。

(30)

一
つ
の
肉
体
が
制
服
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
制
服
が
一
つ
の
肉

体
を
借
り
て
動
い
て
い
る
」
、
「
人
間
が
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
階
級

性
が
生
き
て
い
る
」
と
述
べ
る

。
そ
し
て
、
主
人
公
と
「
先
生
」
は
、

(31)

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（K

arl
M
arx,

1818-1883

）
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン

ゲ
ル
ス
（Friedrich

E
ngels,

1820-1895

）
、
「
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
の
《
社
会
と
進

化
》
」

に
言
及
し
な
が
ら
、
〈
保
護
色
〉
と
進
化
論
の
関
係
に
つ
い
て
話

(32)



し
合
う
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
動
物
は
「
器

官
」
を
用
い
て
闘
争
し
進
化
す
る
が
、
人
間
は
「
道
具
」
を
用
い
て
闘
争

し
「
道
具
」
を
発
達
さ
せ
る
。
弱
肉
強
食
の
資
本
主
義
社
会
で
は
、
「
道

具
」
を
持
つ
「
猛
獣
」（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
）
と
は
対
照
的
に
、
「
道
具
」
を

持
た
な
い
大
多
数
の
人
間
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
）
は
、
動
物
の
よ
う
に
「
器

官
」
を
進
化
さ
せ
る
。
〈
保
護
色
〉
と
は
「
皮
膚
」
と
い
う
「
器
官
」
が

進
化
し
た
人
間
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
道
具
を
持
つ
労
働
者
は

「
階
級
闘
争
」
を
行
う
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
と
い
う
猛
獣
の
社
会
に
お

け
る
自
然
律
的
な
進
化
が
〈
保
護
色
〉
な
ら
ば
、
社
会
的
な
進
化
は
「
階

級
闘
争
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
先
生
」
は
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
国
家
」
と

い
う
社
会
主
義
国
家
へ
の
進
化
の
「
歴
史
」
を
信
じ
た
い
と
言
う

。
こ

(33)

の
よ
う
に
、
「
保
護
色
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
『
群
像
』
一
九
五
一
年
七

月
特
大
号
に
掲
載
さ
れ
る
の
が
見
送
ら
れ
た
背
景
に
は
、
共
産
主
義

（com
m
unism

）
的
な
政
治
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

。
ま
た
、
「
保
護
色
」

(34)

を
執
筆
し
た
一
九
五
一
年
五
月
に
、
安
部
が
日
本
共
産
党
に
入
党
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
先
述
し
た
石
川
淳
宛
の
書
簡
で
安
部
が
「
思
想
的
に
傾

向
を
は
っ
き
り
出
し
た
」
と
書
い
た
際
の
「
保
護
色
」
の
共
産
主
義
的
な

政
治
性
が
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
先
生
」
が
主
張
す
る
内
容
の
多
く
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
天

文
学
者
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
ア
ン
ト
ン
・
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
（A

nton

Pannekoek,
1873-1960

)

の
『
社
會
主
義
と
進
化
論

―
マ
ル
ク
ス
説
と
ダ

ア
ヰ
ン
説
と
の
關
係

―
』（D

arw
inism

e
en
m
arxism

e,
1909

）
に
由
来
す
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
社
会
主
義
者
、
堺
利
彦
（
一
八
七
〇
―
一

九
三
三
年
）
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
一
九
四
七
年
二
月
に
彰
考
書
院
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
た
。
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
は
「
動
物
は
自
分
の
體
に
持
つ
て
生

れ
た
道
具
と
武
器
に
よ
り
ほ
か
に
進
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
間

は
自
分
の
道
具
を
作
り
、
ま
た
そ
れ
を
意
の
ま
ゝ
に
變
化
さ
せ
る
」

と
(35)

書
い
て
お
り
、
動
物
の
進
化
を
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
（D

arw
inism

）
か
ら
説

明
し
、
人
間
の
進
化
（
階
級
闘
争
）
を
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
は
、
「
道
具
」
が
発
生
す
る
と
人
間
は
「
器
官
」
を
進
化

さ
せ
な
い
と
述
べ
て
い
る
が

、
安
部
の
小
説
で
は
「
器
官
」
を
進
化
さ

(36)

せ
た
〈
保
護
色
〉
が
登
場
し
て
い
る
。
『
社
會
主
義
と
進
化
論
』
で
は
、

動
物
の
生
存
競
争
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
〈
保
護
色
〉
と
い
う
言
葉
が

登
場
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
現
存
の
動
植
物
は
精
密
に
現
存
の
状
態
に
適
應
し
て
ゐ

る
。
何
と
な
れ
ば
、
少
し
で
も
適
應
性
の
弱
い
も
の
は
、
悉
く
生
存

競
争
に
負
け
て
排
除
さ
れ
て
し
ま
つ
た
は
ず
で
あ
る
。
綠
色
の
蛙
は

茶
色
の
蛙
か
ら
出
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
生
存
の
た
め
に
は
何
處
ま

で
も
、
そ
の
保
護
色
を
保
存
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
し
で
も
そ

の
色
の
變
異
を
呈
し
た
奴
は
、
早
く
敵
に
見
つ
け
ら
れ
て
殺
さ
れ
、

或
は
食
物
を
得
る
に
多
く
の
困
難
を
感
じ
て
死
滅
す
る
よ
り
ほ
か
は

な
い
。
(37)

こ
こ
で
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
は
、
「
緑
色
の
蛙
」
は
生
存
競
争
に
負
け
て
排

除
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
〈
保
護
色
〉
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
安
部
が
動
物
の
生
存
競
争
を
人
間
の
資
本
主
義

社
会
と
重
ね
合
わ
せ
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
〈
保
護
色
〉
の
人
間
の
「
器



官
」
の
進
化
を
描
く
と
い
う
思
考
実
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
短
編
小
説
「
保
護
色
」
で
は
、
主
人
公
が
〈
保
護
色
〉
の
少
女

に
対
し
て
、
「
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ク
の
滅
形
と
い
う

小
説
」
に
は
「
人
間
の
皮
膚
が
保
護
色
を
呈
し
う
る
と
い
う
考
え
か
た
」

が
あ
る
と
述
べ
る
場
面
が
あ
る

。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ギ
ョ
ー
ム
・
ア
ポ

(38)

リ
ネ
ー
ル
（G

uillaum
e
A
pollinaire,

1880-1918

）

の
短
編
小
説
集
『
異
端
教

祖
株
式
会
社
』（L'H

érèsiarque
et
C
ie,
1910

）
に
収
録
さ
れ
た
短
編
小
説
「
オ

ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ッ
ク
の
失
踪
」（"L

a
D
isparition

d'H
onoré

S
ubrac,"

1910

）

で
は
、
登
場
人
物
の
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ッ
ク
（H

onoré
Subrac

）
が
カ
メ

レ
オ
ン
の
よ
う
に
「
圍
繞
す
る
物
體
の
中
に
隨
時
に
滅
形
し
得
る
」

能
(39)

力
を
用
い
て
警
察
か
ら
姿
を
く
ら
ま
す
。
安
部
「
保
護
色
」
で
言
及
さ
れ

て
い
る
タ
イ
ト
ル
が
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ク
の
滅
形
」
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
安
部
が
堀
口
大
學
（
一
八
九
二
―
一
九
八
一
年
）
に
よ
る
翻
訳

「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ツ
ク
滅
形
」（『
聖
母
の
曲
芸
師

―
現
代
仏
蘭
西
短
篇
集
』

至
上
社
、
一
九
二
五
年
八
月
）
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

。
安
部

(40)

「
保
護
色
」
の
最
後
に
、
〈
保
護
色
〉
の
少
女
の
父
親
が
「
服
だ
け
を
残

し
て
中
味
は
ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
っ
て
い
た
」

と
あ
る
の
は
、
ア
ポ

(41)

リ
ネ
ー
ル
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ッ
ク
の
失
踪
」
の
主
人
公
が
、
洋
服
を

脱
い
で
壁
と
同
化
し
て
失
踪
す
る
こ
と
の
パ
ロ
デ
ィ
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う

。
し
た
が
っ
て
、
安
部
が
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
が
言
及
し
た
蛙
の
〈
保
護

(42)

色
〉
と
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
小
説
に
登
場
す
る
、
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に

皮
膚
の
色
を
周
囲
と
同
化
す
る
登
場
人
物
を
結
び
つ
け
て
、短
編
小
説
「
保

護
色
」
を
書
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な

進
化
論
と
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
的
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（surréalism

e

）
の
結

合
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

次
に
、
短
編
小
説
「
保
護
色
」
と
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」

の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
は
、

軍
服
や
制
服
に
対
し
て
〈
保
護
色
〉
／
〈
警
戒
色
〉
と
い
う
言
葉
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
短
編
小
説
「
保
護
色
」
で
は
、
制
服
は
ど
の

よ
う
に
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
テ

ク
ス
ト
の
「

」
で
主
人
公
と
「
先
生
」
が
科
学
博
物
館
を
訪
れ
る
場
面

3

で
あ
る
。暗

い
、
冷
蔵
庫
の
よ
う
な
角
に
、
い
つ
来
る
と
も
分
ら
ぬ
来
訪
者

を
待
っ
て
、
い
か
め
し
い
制
服
の
守
衛
が
本
を
読
ん
で
い
た
。
守
衛

は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
よ
う
に
目
を
上
げ
た
。
ぼ
く
た
ち
に
驚
い
た
と
い

う
よ
り
、
来
訪
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
甚
だ
驚
い
た
ら
し
い
表

情
だ
っ
た
。
急
い
で
本
を
か
く
し
、
自
分
の
役
目
を
想
出
そ
う
と
す

る
よ
う
に
姿
勢
を
正
し
た
。

先
生
は
言
っ
た
。

―
服
が
ぴ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
で
す
な
。

守
衛
は
慌
て
て
首
か
ら
腹
ま
で
ボ
タ
ン
を
な
で
お
ろ
し
た
。
も
う

ひ
ど
く
落
着
か
ぬ
様
子
だ
っ
た
。
先
生
は
生
物
研
究
室
の

氏
に
取

S

次
ぎ
を
た
の
ん
だ
。
守
衛
は
う
ろ
た
え
て
階
段
を
指
し
、
む
や
み
に

頭
を
下
げ
た
。

ぼ
く
た
ち
が
階
段
を
降
り
切
っ
た
と
き
、
守
衛
は
や
っ
と
役
目
を

想
出
し
た
ら
し
く
、
ぼ
く
た
ち
を
呼
び
戻
し
て
来
訪
者
名
簿
に
書
込

み
を
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
あ
ら
た
め
て
階
段
を
指
さ
し
た
。
(43)



こ
の
引
用
箇
所
に
お
い
て
、
制
服
を
着
た
守
衛
は
「
守
衛
」
と
し
て
の

「
役
目
」
と
い
う
演
じ
る
べ
き
「
本
質
」（essence

）
を
忘
れ
、
本
を
読
む
。

来
訪
者
の
存
在
に
驚
い
た
守
衛
は
「
急
い
で
本
を
か
く
し
、
自
分
の
役
目

を
想
出
そ
う
と
す
る
」。
そ
の
様
子
を
見
て
、
「
先
生
」
は
「
服
が
ぴ
っ
た

り
し
な
い
よ
う
で
す
な
」
と
言
う
。
こ
の
と
き
「
服
」
は
守
衛
が
演
じ
る

べ
き
「
本
質
」
を
表
象
し
て
お
り
、
「
支
配
者
の
武
器
」
だ
っ
た
は
ず
の

制
服
が
表
象
す
る
「
階
級
」
や
「
本
質
」
が
内
部
か
ら
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
本
質
」
か
ら
の
ズ
レ
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
守

衛
の
「
実
存
」（existence

）
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
こ
そ
安
部
の
実
存
主

義
（existentialism

e

）
の
可
能
性
の
中
心
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
い
て
、
軍
服
や
制

服
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
次
に
引
用
す

る
の
は
、
ナ
チ
ス
の
兵
士
の
降
伏
前
と
降
伏
後
の
写
真
が
比
較
さ
れ
て
い

る
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
二
枚
の
写
真
の
間
に
あ
る
も
の
は
、
し
か
し
、
単
に
数
か
月

の
距
離
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
間
に
起
き
た
兵
士
た
ち
の
変
化
は
、

な
ん
と
も
印
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
る
で
、
楽
屋
に
戻
っ
た
俳
優

が
、
化
粧
と
い
っ
し
ょ
に
、
扮
し
て
い
た
役
柄
ま
で
洗
い
落
と
し
て

し
ま
っ
た
後
の
よ
う
な
、
生
々
し
い
素
顔
。
ぼ
く
は
そ
の
素
顔
に
意

表
を
つ
か
れ
て
し
ま
う
。
ナ
チ
ス
の
兵
士
を
、
兵
士
で
な
く
し
た
も

の
は
、
お
び
え
で
も
な
け
れ
ば
、
虚
脱
で
も
な
く
、
じ
つ
に
そ
の
素

顔
の
せ
い
だ
っ
た
の
だ
。
一
人
は
ど
こ
か
の
ド
イ
ツ
の
片
田
舎
の
農

夫
の
息
子
と
い
っ
た
感
じ
の
、
実
直
そ
う
な
青
年
。
い
ま
一
人
の
顔

は
よ
く
見
え
な
い
が
、
た
ぶ
ん
見
習
い
工
か
な
に
か
だ
ろ
う
。
と
つ

ぜ
ん
舞
い
戻
っ
て
き
た
、
日
常
の
素
顔
に
、
制
服
の
ほ
う
が
と
ま
ど

い
、
ま
ご
つ
い
て
い
る
。
化
粧
を
落
し
た
俳
優
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の

衣
装
が
そ
ら
ぞ
ら
し
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

と
言
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
ナ
チ
ス
の
制
服
が
、
い
か
に
完
璧
に

彼
等
の
素
顔
を
消
し
去
り
、
日
常
を
拭
い
去
っ
て
い
た
か
の
、
証
拠

に
も
な
る
だ
ろ
う
。
敗
北
が
彼
等
か
ら
奪
っ
た
の
は
、
単
な
る
闘
志

や
戦
意
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
ら
が
奪
わ
れ
た
の
は
、
ま
さ

に
制
服
の
意
味
で
あ
り
、
制
服
の
思
想
で
あ
り
、
制
服
を
制
服
た
ら

し
め
て
い
た
、
国
家
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
枚
の
写
真
は
、
あ
る
軍
服
に
つ
い
て
の
、
貴
重
な
記
録
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
一
つ
の
国
家
の
死
の
記
録
で
も

あ
る
。
動
物
の
死
の
徴
候
が
、
ま
ず
心
臓
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、

国
家
の
死
の
徴
候
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
軍
服
の
上
に
あ
ら
わ
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(44)

こ
こ
で
、
ナ
チ
ス
の
兵
士
は
降
伏
す
る
こ
と
で
、
「
兵
士
」
と
し
て
の

「
役
柄
」（
本
質
）

―
「
制
服
の
意
味
」
、
「
制
服
の
思
想
」
、
「
制
服
を
制

服
た
ら
し
め
て
い
た
、
国
家
そ
の
も
の
」

―
を
洗
い
落
と
し
、
そ
の
「
生

々
し
い
素
顔
」
に
制
服
が
と
ま
ど
い
を
見
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
兵
士
」

と
い
う
「
役
柄
」（
本
質
）
に
対
し
て
現
象
学
的
還
元
（epoché

）
が
行
わ
れ
、

還
元
不
可
能
な
「
実
存
」
と
し
て
の
「
素
顔
」
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
短
編
小
説
「
保
護
色
」
に
お
い
て
、
制
服
が
表
象
す
る

「
階
級
」
や
「
本
質
」
が
、
制
服
か
ら
の
ズ
レ
を
と
お
し
て
発
見
さ
れ
て



い
る
の
と
、
同
じ
方
法
で
あ
る
。
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
重
要
な

の
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
国
家
」
も
ま
た
還
元
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
が
引
用
箇
所
で
安
部
が
言
う
「
国
家
の
死
の
記
録
」
な

の
だ
。
「
国
家
」
を
表
象
す
る
軍
服
を
着
な
が
ら
に
し
て
「
国
家
」
を
死

に
至
ら
し
め
る
こ
と
。
こ
の
逆
説
的
な
ア
ナ
キ
ズ
ム
（anarchism

）
を
と

お
し
て
「
実
存
」
が
発
見
さ
れ
る
と
同
時
に
「
国
家
」
は
死
滅
す
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
「
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
」

と
で
も
言
う
べ
き
思

(45)

想
が
あ
る
。

エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
安
部
が

一
九
六
二
年
二
月
に
日
本
共
産
党
を
除
名
さ
れ
た
後
の
一
九
六
八
年
八
月

の
こ
と
だ
っ
た
。
安
部
は
一
九
六
七
年
九
月
に
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
を

発
表
し
た
後
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
国
家
か
ら
の
失
踪
」（『
日
本
読
書
新
聞
』

一
九
六
七
年
一
一
月
二
〇
日
付
）
に
お
い
て
、
「
と
も
か
く
、
国
家
か
ら
の
逃

亡
は
、
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
国
家
に
は
そ
れ

を
と
ど
め
る
力
が
な
い
」

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
時
期
か
ら
安
部
は
急

(46)

速
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
近
づ
い
て
い
く

。
し
た
が
っ
て
、
短
編
小
説
「
保

(47)

護
色
」
に
共
産
主
義
的
な
政
治
性
が
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・

ル
ッ
ク
」
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
政
治
性
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
あ
な
が
ち

間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
二
項
対
立
を
内
部
か
ら

破
壊
す
る
よ
う
に
、
「
保
護
色
」
で
は
後
の
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」

で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
「
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
要
素
が
あ
っ
た

の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
保
護
色
」
に
は
、
共
産
主
義
／
ア
ナ
キ
ズ
ム
と

い
う
二
項
対
立
に
は
還
元
不
可
能
な
複
数
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
テ
ク

ス
ト
は
単
数
的
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（ideology

）
に
還
元
さ
れ
え
な
い
の

で
あ
る
。

四
、「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
と
「
悲
痛
な
異
端
」

―
安
部
公
房
と
三
島
由
紀
夫

安
部
が
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
言
及
し
て
い
る
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

レ
コ
ー
ド
『
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ペ
パ
ー
ズ
・
ロ
ン
リ
ー
・
ハ
ー
ツ
・
ク
ラ

ブ
・
バ
ン
ド
』（Sergent

P
epper's

L
onely

H
earts

C
lub

B
and,

1967

）
で
は
、「
ビ

ー
ト
ル
ズ
の
看
板
を
は
ず
し
て
、
で
っ
ち
あ
げ
た
グ
ル
ー
プ
の
ペ
ル
ソ
ナ

を
ま
と
う
」

こ
と
が
ア
イ
デ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に

(48)

は
、
軍
服
を
着
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク

ス
や
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
（C

he
G
uevara,

1928-1967

）
た
ち
が
並
ん
で
い
る
姿

が
描
か
れ
て
お
り
、
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
で
は
な
い
架
空
の
バ
ン
ド
が
描
か

れ
て
い
る
。
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
は
、
そ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
次

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ばSG

T
.
PE
PPE

R
'S

L
O
N
E
L
Y

H
E
A
R
T
S
C
L
U
B

B
A
N
D

と
い
う
レ
コ
ー
ド
に
し
て
も
、
題
名
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ま
で
が
、
ま
さ
に
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
そ
の
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
中
央
に
、
も
っ
と
も
ら
し
い
表
情
で
、
軍
服
姿
の
ビ
ー

ト
ル
ズ
た
ち
。
と
言
っ
て
も
、
警
戒
色
時
代
の
、
あ
の
派
手
で
ご
て

ご
て
し
た
や
つ
だ
。
し
ぜ
ん
、
表
情
の
も
っ
と
も
ら
し
さ
は
、
喜
劇

的
な
効
果
を
生
む
。
手
前
に
、
マ
リ
ワ
ナ
の
花
で
飾
っ
た
花
壇
が
あ

り
、
後
ろ
に
群
が
っ
て
い
る
は
、
マ
ル
ク
ス
、
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ



ー
、
ア
ラ
ン
・
ポ
オ
、
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
、

ア
ル
・
カ
ポ
ネ
、
等
々
と
い
っ
た
現
代
の
英
雄
群
像
。
こ
れ
は
相
当

に
人
を
食
っ
た
構
図
で
あ
る
。
(49)

こ
こ
で
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
〈
警
戒
色
〉
の
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉

を
着
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
一
緒
に
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
や
マ
リ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
（M

arilyn
M
onroe,

1926-1962

）
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
（E

dgar

A
llan

P
oe,
1809-1849

）
、
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
（M

arlon
B
rando,

1924-2004

）
、

チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
（C

he
G
uevara,

1928-1967

）
、
ア
ル
・
カ
ポ
ネ
（A
l
C
apone,

1899-1947

）
と
い
っ
た
「
現
代
の
英
雄
群
像
」
が
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
。
当
時
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
こ
の
レ
コ
ー
ド
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
、
劇
作
家
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
カ
ッ
プ

（Jam
es
K
irkup,

1918-2009

）
は
、
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
讃
え
る
」（
『
季
刊
芸
術
』

一
九
六
八
年
一
月
号
）
で
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
の

版

R
evolver

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
現
代
の
ア

L
P

ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
的
デ
ザ
イ
ン
の
一
例
で
あ
り
、
「
サ
ー
ジ
ェ
ン

ト
・
ペ
パ
ー
」
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に

混
じ
っ
て
、
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
、
デ
ィ
ラ
ン
・
ト
マ
ス
、
マ
リ

リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
、
ボ
ッ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
自
身
と
い
っ
た
現
代
の
神

話
的
英
雄
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ュ
ブ
レ
ー
・
ビ
ア
ズ
レ
ー
、
オ
ス
カ

ー
・
ワ
イ
ル
ド
、

・

・
ウ
ェ
ル
ズ
、
ト
ム
・
ミ
ッ
ク
ス
、
ア
ラ

H

G

ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
、
ク
ラ
ラ
・
ボ
ウ
、

・

・
フ
ィ
ー
ル
ズ
、
ス

W

C

タ
ン
・
ロ
レ
ル
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
な
ど
の
世
紀
末
及
び

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
人
物
た
ち
が
見
え
る
。
(50)

こ
の
引
用
箇
所
で
カ
ー
カ
ッ
プ
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
混
じ
っ
て
マ
ー
ロ

ン
・
ブ
ラ
ン
ド
や
デ
ィ
ラ
ン
・
ト
マ
ス
（D

ylan
M
arlais

T
hom

as,

1914-1953

）
、
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
、
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
（B

ob
D
ylan,

1941-

）

と
い
っ
た
「
現
代
の
神
話
的
英
雄
」
が
描
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
現
代
の
神
話
的
英
雄
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
安
部
も
ま
た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
レ
コ
ー
ド
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
説
明
す
る
際
に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
言
及
し
て
か
ら
、
マ
ー
ロ
ン

・
ブ
ラ
ン
ド
や
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
の
名
前
を
出
し
て
、
「
現
代
の
英

雄
群
像
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ー
カ
ッ
プ
の
「
現

代
の
神
話
的
英
雄
」
か
ら
、
安
部
の
「
現
代
の
英
雄
群
像
」
へ
。
こ
の
よ

う
な
点
以
外
に
も
、
カ
ー
カ
ッ
プ
と
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
の
類
似
点
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ー
カ
ッ
プ
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
歌
詞
の
多
く
が
「
戦

争
に
対
す
る
非
難
の
表
現
な
の
だ
」

と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

(51)

る
。

ご
く
最
近
の

版
「
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ペ
パ
ー
ズ
・
ロ
ー
ン
リ
ー

L
P

・
ハ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ド
」
に
収
録
さ
れ
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ソ

ン
グ
の
多
く
は
、
こ
の
軍
隊
精
神
へ
の
嘲
笑
で
あ
る
。
ビ
ー
ト
ル
ズ

が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
着
用
し
て
い
る
風
変
わ
り
な
ル
リ
タ
リ
ア
（
現
代

を
背
景
と
し
た
架
空
的
な
宮
廷
ロ
マ
ン
ス
と
冒
険
）
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

は
、
戦
争
に
頭
を
働
か
せ
る
連
中
に
対
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
風
刺
的



批
評
と
な
っ
て
い
る
。
(52)

カ
ー
カ
ッ
プ
は
こ
こ
で
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
歌
や
「
ル
リ
タ
リ
ア
」
の
「
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
」
に
「
軍
隊
精
神
へ
の
嘲
笑
」
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
に
注
目
し
、
そ
こ
に
軍
隊
や
戦
争
へ
の
批

判
を
見
い
だ
い
し
て
い
る
点
で
、安
部
と
カ
ー
カ
ッ
プ
は
共
通
し
て
い
る
。

安
部
と
カ
ー
カ
ッ
プ
の
エ
ッ
セ
イ
が
書
か
れ
た
一
九
六
八
年
は
、
ア
メ
リ

カ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（V

ietnam
W
ar,

1960-1975

）
を
行
っ
て
い
た
時
期
に

あ
た
り
、
カ
ー
カ
ッ
プ
が
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
に
見
い
だ

し
た
「
軍
隊
精
神
へ
の
嘲
笑
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
対
す
る
批
判
だ
と

言
っ
て
も
よ
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
安
部
も
ま
た
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

ッ
ク
」
に
お
い
て
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
隠
し
持
つ
ア
メ
リ
カ
軍
の

軍
服
に
「
「
近
代
国
家
」
の
偽
善
性
」
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
単
語
レ
ベ
ル
の
類
似
が
あ
り
、
カ
ー
カ
ッ
プ
の
エ
ッ
セ
イ
が
発

表
さ
れ
た
の
が
一
九
六
八
年
一
月
の
こ
と
で
、
安
部
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

ッ
ク
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
六
八
年
八
月
の
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
部

が
カ
ー
カ
ッ
プ
の
エ
ッ
セ
イ
を
参
考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
部

は
、
カ
ー
カ
ッ
プ
の
エ
ッ
セ
イ
に
お
け
る
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
」
へ
の
言
及
を
受
け
、
そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
た
形
で
「
近
代
国
家
」

へ
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
部
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
こ
の
レ
コ
ー
ド
で
は
軍
人
の
「
理
想
や
夢
な

ど
が
、
全
体
と
し
て
そ
っ
く
り
パ
ロ
デ
ィ
化
」

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て

(53)

い
る
。
そ
し
て
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
風
の
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
と
い
う

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

そ
れ
に
、
ナ
チ
ス
の
制
服
の
運
命
で
も
見
た
と
お
り
、
国
家
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
軍
服
は
、
も
は
や
軍
服
の
形
式
で
す
ら
な
い
。
と
く
に

軍
服
が
偽
善
の
仮
面
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
か
ろ
う
じ

て
実
物
の
軍
服
が
あ
る
だ
け
で
、
軍
服
ら
し
い
も
の
な
ど
、
パ
ロ
デ

、
、
、

ィ
と
し
て
し
か
存
在
の
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
(54)

安
部
は
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
に
、
軍
服
を
着
な
が
ら
に
し
て
、

軍
服
が
表
象
す
る
「
国
家
」
を
切
り
離
す
「
パ
ロ
デ
ィ
」
を
見
い
だ
し
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
先
述
し
た
短
編
小
説
「
保
護
色
」
に
お
け
る
制
服
か

ら
の
ズ
レ
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
け
る
ナ
チ
ス
の

軍
服
分
析
と
同
じ
「
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ

い
。麻

生
亨
志
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
『
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ペ
パ
ー
ズ
・
ロ
ン

リ
ー
・
ハ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ド
』
に
「
作
者
の
死
」（m

ort
de
l'auteur

）

や
「
複
製
」（copy

）
、
「
入
れ
子
構
造
」（C

hinese
box

）
と
い
っ
た
ポ
ス
ト

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
要
素
を
見
い
だ
し
て
い
る
が

、
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
〈
ミ

(55)

リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
に
も
、
そ
れ
が
軍
服
の
「
複
製
」
で
あ
る
と
い
う

点
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
要
素
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

か
つ
て
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
（Fredric

Jam
eson,

1934-

）

は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
で
は
パ
ロ
デ
ィ
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
、
ア
イ
ロ

ニ
ー
（irony

）
の
な
い
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
（pastiche

）
が
登
場
し
て
い
る
と

論
じ
た

。
こ
の
よ
う
な
非
政
治
的
な
パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
論
を
受
け
て
、

(56)

リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
（L

inda
H
utcheon,

1947-

）
は
『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
政
治
学
』（The

P
olitics

of
P
ostm

odernism
,
1989

）

に
お
い
て
、
パ
ロ
デ



ィ
の
政
治
性
を
強
調
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

P
ostm

odern
parody

is
both

deconstructively
critical

and

constructively
creative,

paradoxically
m
aking

us
aw
are

of
both

the
lim
its
and

pow
ers
of
representation

-
in
any

m
edium

.

(57)

（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
に
は
脱
構
築
的
な
批
評
性
が
あ
る
と

同
時
に
、
構
築
的
な
創
造
性
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
逆
説
的
に
表
象

の
限
界
と
力
の
両
方
を

―
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
で

あ
ろ
う
と

―
意
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
）

そ
し
て
、
パ
ロ
デ
ィ
に
は
「
パ
ロ
デ
ィ
の
対
象
を
正
当
化
す
る
と
同
時

に
転
覆
す
る
」（both

legitim
izes

and
subverts

that
w
hich

it
parodies

）

と
い
う

「
ダ
ブ
ル
・
コ
ー
ド
の
政
治
学
」(D

oubled-coded
politics )

が
あ
る
と
述
べ

て
い
る

。
こ
の
「
ダ
ブ
ル
・
コ
ー
ド
の
政
治
学
」
は
、
安
部
「
ミ
リ
タ

(58)

リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
け
る
、
軍
服
を
着
る
と
同
時
に
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
性
を
破
壊
す
る
と
い
う
「
ダ
ブ
ル
・
コ
ー
ド
」
の
パ
ロ
デ
ィ
に
も
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る

。
安
部
は
軍
服
を
反
復
し
た
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

(59)

ッ
ク
〉
に
、
「
本
質
」
か
ら
の
ズ
レ
と
い
う
差
異
を
見
い
だ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、
安
部
が
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
を
発
表
し
た
一
九
六
八
年

八
月
の
二
年
前
に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
て
日
本
公
演
（
日
本
武
道
館
、

一
九
六
六
年
六
月
三
〇
日
、
七
月
一
日
、
二
日
）
を
行
っ
て
い
る
。
雑
誌
『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』
一
九
六
六
年
七
月
一
七
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ビ
ー
ト
ル
ズ

台
風
始
末
記
」
な
ど
で
、
そ
の
日
本
公
演
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の

知
識
人
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
人
気
に
注
目
し
、
遠
藤
周
作
（
一
九
二
三
―
一
九

九
六
年
）
は
一
九
六
八
年
八
月
に
「
狐
狸
庵
先
生
」
シ
リ
ー
ズ
の
エ
ッ
セ

イ
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
取
り
上
げ
て
い
る

。
ま
た
三
島
由
紀
夫
（
一
九
二
五

(60)

―
一
九
七
〇
年
）
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
日
本
公
演
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
感

想
を
エ
ッ
セ
イ
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
見
物
記
」（
『
女
性
自
身
』
一
九
六
六
年
七
月
号
）

に
書
い
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
三
島
は
、
観
衆
の
ざ
わ
め
き
で
歌
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
こ
と
や
、
自
分
が
以
前
見
た
ボ
ク
シ
ン
グ
ほ
ど
の
興
奮

も
な
か
っ
た
と
述
べ
て
お
り

、
安
部
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
受
容
と
の
差
異
が

(61)

窺
わ
れ
る
。

次
に
、
軍
服
を
め
ぐ
っ
て
、
安
部
公
房
と
三
島
由
紀
夫
の
関
係
性
を
論

じ
る
こ
と
に
す
る

。
安
部
は
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
を
発
表
し
た

(62)

一
ヶ
月
後
に
、
エ
ッ
セ
イ
「
精
神
の
城
塞
」
を
三
島
由
紀
夫
『
新
潮
日
本

文
学

三
島
由
紀
夫
集
』（
新
潮
社
、
一
九
六
八
年
九
月
）
の
月
報
で
書
い
て

45

い
る
。

一
見
、
露
出
過
多
症
と
も
見
え
る
、
あ
の
肉
体
表
現
も
、
一
種
の

警
戒
色
だ
と
考
え
れ
ば
、
説
明
が
つ
く
。
周
囲
に
肉
体
の
防
壁
を
は

り
め
ぐ
ら
せ
て
、
他
人
の
侵
入
を
は
ば
も
う
と
い
う
魂
胆
に
ち
が
い

あ
る
ま
い
。
そ
う
言
え
ば
、
同
じ
野
獣
の
な
か
で
も
、
警
戒
色
系
の

も
の
は
、
お
お
む
ね
群
れ
を
つ
く
り
た
が
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
(63)

警
戒
色
だ
ろ
う
と
、
保
護
色
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
が
精
神
の
た
め
の
城

塞
で
あ
る
以
上
、や
は
り
精
神
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
な
の
だ
か
ら
。

一
歩
々
々
、
死
に
向
っ
て
歩
を
進
め
て
い
く
と
い
う
点
に
関
す
る
か



ぎ
り
、
肉
体
も
言
語
も
、
さ
し
て
代
わ
り
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
(64)

こ
こ
で
は
、
三
島
由
紀
夫
の
ボ
デ
ィ
ビ
ル
が
「
群
れ
を
つ
く
り
た
が
な

ら
い
」
野
獣
の
〈
警
戒
色
〉
に
な
っ
て
お
り
、
「
警
戒
色
だ
ろ
う
と
、
保

護
色
だ
ろ
う
と
」
そ
れ
は
「
精
神
の
た
め
の
城
塞
」
に
な
っ
て
い
る
と
書

か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
安
部
は
三
島
に
対
し
て
〈
保
護
色
〉
／
〈
警
戒

色
〉
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
二
ヶ
月
後
に
三
島
は
「
軍
服
を
着
る
男
の
条
件
」（
『
平
凡
パ
ン
チ
』

一
九
六
八
年
一
一
月
号
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

一
、
二
年
前
か
ら
、
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ル
ッ
ク
の
流
行
を
横
目
に
見

な
が
ら
、
私
は
「
今
に
見
て
ゐ
ろ
」
と
思
つ
て
ゐ
た
。
男
に
と
つ
て

最
高
の
お
洒
落
で
あ
る
軍
服
と
い
ふ
も
の
を
（
も
ち
ろ
ん
そ
の
パ
ロ

デ
ィ
ー
《
替
唄
》
の
意
味
で
や
つ
て
ゐ
る
こ
と
ぐ
ら
ゐ
は
私
に
は
わ

か
る
が
）
お
よ
そ
軍
服
に
は
縁
の
な
い
ニ
ヤ
け
た
長
髪
の
、
手
足
の

ひ
よ
ろ
ひ
よ
ろ
し
た
骨
無
し
の
蜘
蛛
男
ど
も
が
、
得
意
げ
に
着
込
ん

で
、
冒
涜
の
限
り
を
尽
し
て
ゐ
る
の
が
我
慢
が
な
ら
な
か
つ
た
。

本
来
、
赤
・
金
・
緑
な
ど
の
派
手
な
色
調
は
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
ル

ッ
ク
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
男
の
服
飾
の
色
彩
で
あ
る
。
闘
牛
士
の

派
手
な
服
装
が
、
も
し
彼
ら
の
男
ら
し
い
死
の
職
業
と
い
ふ
裏
附
が

な
か
つ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
世
に
も
ニ
ヤ
け
た
も
の
に
な
る
や
う
に
、

男
が
男
本
来
の
派
手
な
色
彩
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
条

件
や
覚
悟
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
条
件
や
覚
悟
の
な
い
男
が
、
社

会
の
一
匹
の
羊
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
グ
レ
イ
・
フ
ラ
ン
ネ
ル
・

ス
ー
ツ
を
身
に
着
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
保
身
術
、
昆
虫
の

保
護
色
と
し
て
の
服
装
だ
。
し
か
る
に
軍
服
は
昆
虫
で
云
へ
ば
警
戒
色

で
、
色
は
原
色
で
、
ま
づ
目
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
(65)

こ
れ
は
、
三
島
が
一
ヶ
月
間
、
自
衛
隊
に
体
験
入
隊
し
た
「
楯
の
会
」

（
一
九
六
八
―
一
九
七
一
年
）
の
会
員
た
ち
に
贈
っ
た
軍
服
に
つ
い
て
の
エ
ッ

セ
イ
で
あ
る
。
こ
の
引
用
箇
所
で
三
島
は
、
流
行
し
て
い
る
「
パ
ロ
デ
ィ

ー
《
替
唄
》
」
と
し
て
の
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
を
批
判
し
、
軍
服

を
着
る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
三

島
が
批
判
し
て
い
る
「
パ
ロ
デ
ィ
ー
《
替
唄
》
」
と
し
て
の
〈
ミ
リ
タ
リ

ィ
・
ル
ッ
ク
〉
が
、
安
部
が
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
で
主
張
し
た
も

の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
〈
保
護
色
〉
や
〈
警
戒
色
〉
と
い
っ
た
言
葉
も

安
部
の
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
か
ら
借
用
さ
れ
た
言
葉
だ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
三
島
「
軍
服
を
着
る
男
の
条
件
」
が
安
部
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・

ル
ッ
ク
」
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
当
時
の
安
部
が
三
島
の
軍
服
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
九

六
九
年
一
月
に
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（D

onald
K
eene,

1922-

）
に
宛
て
た
書

簡
に
お
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
〝
友
達
″
の
近
影
」

と
し
て
軍
服
姿
の
三

(66)

島
の
写
真
を
同
封
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る

。
そ
の
三
島
が
主

(67)

催
し
た
「
楯
の
会
」
の
軍
服
に
つ
い
て
は
、
三
島
の
エ
ッ
セ
イ
「
「
楯
の

会
」
の
こ
と
」（
『
「
楯
の
会
」
結
成
一
周
年
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
一
九
六
九
年
一
一

月
）
に
詳
し
く
、
そ
の
軍
服
は
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー

ル
（C

harles
de
G
aulle,

1890-1970

）
の
洋
服
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
で
知
ら



れ
る
五
十
嵐
九
十
九
が
制
作
し
た
「
道
ゆ
く
人
が
目
を
見
張
る
ほ
ど
派
手

な
も
の
」

だ
っ
た
と
い
う
。

(68)

三
島
由
紀
夫
は
一
九
六
七
年
四
月
、
一
二
月
、
一
九
六
八
年
三
月
に
自

衛
隊
に
体
験
入
隊
し
て
お
り
、
一
九
六
八
年
三
月
に
は
、
学
生
を
募
っ
て

祖
国
防
衛
隊
を
結
成
し
て
い
る

。
こ
の
一
九
六
八
年
三
月
の
時
点
で
、

(69)

学
生
二
〇
人
が
第
一
回
の
体
験
入
隊
に
参
加
し
、
七
月
に
は
学
生
が
約
三

〇
人
、
体
験
入
隊
を
し
た
と
い
う

。
(70)

安
部
は
、「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
い
て
、
軍
服
に
対
し
て
「
異

端
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
が
苦
々
し
く
思
っ
た
の
は
、
な
に
も
ミ
リ
タ
リ
ィ

・
ル
ッ
ク
の
流
行
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く
、
鉤
十
字
の
腕
章

で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
美
学
的
軍
服
が
、
あ
た
か
も
現
代
に
お
け

る
異
端
で
あ
り
、
青
年
の
反
抗
心
を
く
す
ぐ
る
旗
印
に
な
り
う
る
か

の
よ
う
な
、
馬
鹿
気
た
錯
覚
を
植
え
つ
け
た
世
間
の
側
に
た
い
し
て

だ
っ
た
の
だ
。
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
が
流
行
す
る
以
上
、
怒
れ
る

若
者
た
ち
の
目
に
は
、
平
和
が
現
代
の
大
勢
を
支
配
し
て
い
る
正
統

派
と
し
て
映
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
る
ほ
ど
、
そ
う
考
え
て
み
る
と
、
最
近
の
い
わ
ゆ
る
進
歩
派
の

論
調
に
は
、
た
し
か
に
平
和
の
正
統
性
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
し
ま
っ

た
嫌
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
保
守

派
の
論
客
た
ち
が
、
少
数
派
め
か
し
た
悲
劇
的
な
ポ
ー
ズ
で
遠
吠
え

し
て
み
せ
る
の
だ
。
(71)

安
部
が
こ
こ
で
批
判
を
し
て
い
る
の
は
、
三
島
由
紀
夫
と
と
も
に
自
衛

隊
に
体
験
入
隊
を
す
る
よ
う
な
学
生
た
ち
に
対
し
て
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
「
美
学
的
軍
服
」
に
お
け
る
「
異
端
」
と
は
、
平
和
と
い
う
「
正
統
」

に
対
抗
し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お

い
て
は
、
こ
の
「
少
数
派
め
か
し
た
」
保
守
派
が
「
痩
せ
さ
ら
ば
え
た
数

頭
の
狼
」

に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
先
述
し

(72)

た
安
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
精
神
の
城
塞
」
に
お
い
て
、
三
島
に
つ
い
て
「
そ

う
言
え
ば
、
同
じ
野
獣
の
な
か
で
も
、
警
戒
色
系
の
も
の
は
、
お
お
む
ね

群
れ
を
つ
く
り
た
が
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で

(73)

あ
る
。
つ
ま
り
、
安
部
は
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
及
び
「
精
神
の
城

塞
」
と
い
う
二
つ
の
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
三
島
の
こ
と
を
「
痩
せ
さ
ら

ば
え
た
数
頭
の
狼
」
や
「
群
れ
を
つ
く
り
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に

「
少
数
派
め
か
し
た
」
保
守
派
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
部

に
と
っ
て
、
三
島
の
持
つ
「
異
端
」
と
は
、
平
和
の
「
正
統
」
と
二
項
対

立
の
関
係
に
あ
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
安
部
は
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
い
て
、
そ
の

二
項
対
立
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
よ
う
な
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
異
端
」
を

提
示
す
る
。
そ
れ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う
な
「
戦
争
の
口
実
と
し
て

の
、
平
和
の
正
統
性
」

を
揺
る
が
す
、
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
ビ
ー
ト
ル

(74)

ズ
及
び
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
の
「
異
端
」
で
あ
る

。
(75)

ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
は
、
一
九
六
八
年
八
月

に
雑
誌
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
、
一
九
七
一
年
一
一
月
に
単

行
本
『
内
な
る
辺
境
』
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
に
改
稿
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
改
稿
で
は
、
安
部
と
三
島
の
差
異
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最



初
に
、
『
中
央
公
論
』
掲
載
版
を
引
用
し
、
次
に
単
行
本
収
録
版
を
引
用

す
る
。―

だ
が
、
彼
等
の
世
代
以
前
に
、
パ
ロ
デ
ィ
を
反
抗
の
旗
に
か
か

げ
た
若
者
た
ち
は
、
ま
た
何
処
に
も
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

マ

マ

分
か
る
だ
ろ
う
か
、
ぼ
く
は
今
、
あ
ん
が
い
本
物
か
も
し
れ
な
い

異
端
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
だ
が
・
・
・
・
(76)

そ
れ
に
し
て
も
、
彼
等
の
悪
ふ
ざ
け
の
中
に
は
、
勲
章
で
も
薄
め

き
れ
な
い
毒
が
感
じ
ら
れ
る
。
ぼ
く
の
思
い
す
ご
し
か
も
し
れ
な
い

が
、
異
端
を
パ
ロ
デ
ィ
に
す
る
こ
と
で
、
正
統
の
根
拠
を
同
時
に
パ

ロ
デ
ィ
化
し
よ
う
と
す
る
、
不
敵
な
知
恵
が
あ
る
よ
う
な
気
さ
え
す

る
の
だ
。

と
も
か
く
、
ど
う
や
ら
、
悲
痛
な
異
端
の
時
代
は
す
で
に
過
ぎ
去

っ
た
ら
し
い
。
本
物
の
異
端
は
、
た
ぶ
ん
、
道
化
の
衣
装
で
や
っ
て

来
る
。
(77)

エ
ッ
セ
イ
の
最
後
の
部
分
の
改
稿
で
は
、
「
と
も
か
く
、
ど
う
や
ら
、

悲
痛
な
異
端
の
時
代
は
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
ら
し
い
。
本
物
の
異
端
は
、

た
ぶ
ん
、
道
化
の
衣
装
で
や
っ
て
来
る
。
」
と
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
「
軍
服

を
着
る
男
の
条
件
」
を
強
調
し
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
二
五
日
に
自
衛
隊

市
ヶ
谷
駐
屯
地
で
自
衛
隊
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
訴
え
る
が
、
果
た
せ
ず
に
割

腹
自
殺
を
し
た
三
島
が
「
悲
痛
な
異
端
」
な
ら
、
安
部
は
「
亡
国
の
芸
術
」

を
目
指
す
「
本
物
の
異
端
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
改
稿
過
程
、
お
よ

び
三
島
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
分
か
る
の
は
、
安
部
と
三
島
が
相
手
の
名
前
を

出
さ
ず
と
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
や
り
と
り
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

ま
た
、
先
程
の
引
用
箇
所
で
も
っ
と
も
大
き
な
改
稿
と
し
て
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、「
道
化
」
と
い
う
言
葉
が
加
筆
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
一
九
六
八
年
八
月
と
一
九
七
一
年
一
一
月
の
あ
い
だ
に
は
「
道

化
」
と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
同
時
代
の
言
説
の
中
で
用
い
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
九
六
九
年
一
月
か
ら

一
九
七
〇
年
八
月
に
か
け
て
雑
誌
「
文
学
」
に
発
表
さ
れ
た
、
山
口
昌
男

の
『
道
化
の
民
俗
学
』
の
存
在
だ
ろ
う
。
山
口
は
『
道
化
の
民
俗
学
』
に

お
い
て
、
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
を
「
道
化
」
の
概
念
と
し
て
用
い
た
。

そ
れ
は
パ
ロ
デ
ィ
を
と
お
し
て
既
存
の
文
化
を
活
性
化
し
「
異
化
」
す
る

「
道
化
」
で
あ
っ
た
。

先
進
国
革
命
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
「
若

者

文

化
」
が
道
化
＝

ユ
ー
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
世
界
に
近
づ
い
て
来
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
現
在
二
十
代
の
わ
が
国
の
若
者
の
ご
と
く
「
ナ
ル
シ

シ
ズ
ム
」
を
脱
却
す
る
途
を
政
治
的
・
文
化
的
に
見
出
し
て
い
な
い

連
中
は
、
多
少
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
言
動
に
よ
っ
て
み
た
り
エ
キ
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
な
服
装
を
ま
と
っ
て
み
た
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
道
化
の

条
件
を
大
き
く
欠
落
さ
せ
て
い
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
の
だ

が
。
(78)

こ
こ
で
安
部
に
よ
る
改
稿
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
安
部
が
〈
ミ
リ
タ
リ



ィ
・
ル
ッ
ク
〉
の
パ
ロ
デ
ィ
的
な
要
素
を
、
山
口
の
『
道
化
の
民
俗
学
』

に
お
け
る
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
の
パ
ロ
デ
ィ
的
な
要
素
と
結
び
付
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
山
口
が
「
道
化
の
条
件
」
が
欠
落
し
て

い
る
と
批
判
し
た
「
若
者
文
化
」
に
お
け
る
「
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
服

装
」
に
「
道
化
の
条
件
」
を
発
見
す
る
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

五
、「
生
々
し
い
素
顔
」

―
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
、
柄
谷
行
人

か
つ
て
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
（R

oland
B
arthes,

1915-1980

）
は
『
神
話
作

用
』（M

ythologies,
1957

）
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
服
を
着
て
敬
礼
す

る
黒
人
兵
士
を
う
つ
し
た
写
真
を
論
じ
て
い
た
。

「
パ
リ
・
マ
ッ
チ
」〔
「
ラ
イ
フ
」
の
如
き
写
真
入
り
週
刊
誌
〕
を
一

冊
渡
さ
れ
る
。
表
紙
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
服
を
着
た
若
い
ニ
グ
ロ
が
、

ま
な
じ
り
を
上
げ
て
敬
礼
し
て
い
る
。
多
分
は
、
ひ
る
が
え
る
三
色

旗
に
注
目
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
映
像
の
意
味
で
あ
る
。
だ

、
、

が
単
純
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
わ
た
し
は
そ
れ
が
わ
た
し
に
意

味
し
て
い
る
も
の
を
見
て
取
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
偉
大
な
国
家
で
、
そ

の
民
草
は
肌
色
の
区
別
な
く
、
そ
の
国
旗
に
忠
誠
に
仕
え
る
の
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
植
民
地
主
義
な
ど
と
中
傷
す
る
連
中
に
対
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
圧
制
者
に
奉
仕
す
る
こ
の
黒
人
の
熱
意
こ
そ
最
良
の
返
事

な
の
だ
。
ま
ず
、
予
備
的
な
体
系
に
よ
っ
て
そ
れ
自
体
形
成
さ
れ
た
、

意
味
す
る
も
の
（
フ
ラ
ン
ス
軍
礼
を
す
る
黒
人
兵
士
）
が
あ
り
、
意

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

味
さ
れ
た
も
の
（
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
性
と
軍
隊
性
の
意
図
的
な

混
同
）
が
あ
る
。
そ
し
て
し
ま
い
に
、
意
味
す
る
も
の
を
通
じ
て
の
、

意
味
さ
れ
た
も
の
の
出
現
が
あ
る
。

、
、

(79)

敬
礼
し
て
い
る
ニ
グ
ロ
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
象
徴
で
は
な
い
。
そ
う

な
る
に
は
こ
の
ニ
グ
ロ
は
あ
ま
り
に
、
生
々
し
く
、
豊
富
な
、
実
際

の
、
自
然
な
、
無
邪
気
な
、
議
論
の
余
地
の
な
い
映
像
と
し
て
現
わ

、
、
、
、
、
、
、
、

れ
る
の
だ
。
だ
が
同
時
に
こ
の
生
々
し
さ
は
服
従
さ
せ
ら
れ
、
遠
ざ

け
ら
れ
、
透
明
の
よ
う
に
さ
れ
、
少
し
後
退
し
、
す
っ
か
り
で
き
上

が
っ
た
も
の
と
し
て
や
っ
て
来
る
概
念
の
共
犯
と
な
る
。
そ
の
概
念

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
性
で
あ
る
。
生
々
し
さ
は
借
り
物
と
な
る

、
、
、

の
だ
。
(80)

こ
こ
で
、
バ
ル
ト
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
軍
服
を
着
た
若
い
ニ
グ
ロ
」
の
写

真
を
扱
い
、
「
フ
ラ
ン
ス
軍
礼
を
す
る
黒
人
兵
士
」
と
い
う
「
意
味
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
の
」
す
な
わ
ち
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
（signifiant

）
を
通
じ
て
の
「
フ
ラ
ン

ス
性
と
軍
隊
性
」
と
い
う
「
意
味
さ
れ
た
も
の
」
す
な
わ
ち
シ
ニ
フ
ィ
エ

（signifié

）
の
「
出
現
」
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ

、
、

フ
ィ
エ
の
結
び
つ
き
は
決
し
て
必
然
的
で
も
ア
・
プ
リ
オ
リ
（a

priori

）

で
も
な
く
恣
意
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
軍
礼
を
す
る
黒
人
兵

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

士
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
性
と
軍
隊
性
」
と
い
う
シ

、ニ
フ
ィ
エ
に
は
還
元
不
可
能
な
複
数
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
バ
ル
ト
は
そ

の
還
元
不
可
能
性
を
、
黒
人
兵
士
が
「
あ
ま
り
に
、
生
々
し
く
、
豊
富
な
、

実
際
の
、
自
然
な
、
無
邪
気
な
、
議
論
の
余
地
の
な
い
映
像
と
し
て
現
わ

、
、
、
、
、
、
、
、



れ
る
」
こ
と
に
見
い
だ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
黒
人
兵
士
の
「
生
々
し
さ
」

と
い
う
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
な
き
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
」
が
「
フ
ラ
ン
ス
性
と
軍
隊

性
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
エ
に
抵
抗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

「
生
々
し
さ
」
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
性
」
と
い
う
「
概
念
」
す
な
わ
ち

シ
ニ
フ
ィ
エ
に
服
従
さ
せ
ら
れ
て
「
借
り
物
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

バ
ル
ト
の
非
言
語
レ
ベ
ル
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
が
明
る
み
に
出
す
の

は
、
黒
人
兵
士
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
属
さ
せ
る
暴
力
性
で
あ
る
。

安
部
も
ま
た
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
い
て
、
軍
服
を
着
た

兵
士
の
写
真
を
分
析
し
て
い
る

。
ナ
チ
ス
の
兵
士
が
降
伏
す
る
前
の
写

(81)

真
と
降
伏
し
た
後
の
写
真
を
比
較
し
て
い
る
箇
所
を
再
度
引
用
す
る
。

こ
の
二
枚
の
写
真
の
間
に
あ
る
も
の
は
、
し
か
し
、
単
に
数
か
月

の
距
離
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
間
に
起
き
た
兵
士
た
ち
の
変
化
は
、

な
ん
と
も
印
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
る
で
、
楽
屋
に
戻
っ
た
俳
優

が
、
化
粧
と
い
っ
し
ょ
に
、
扮
し
て
い
た
役
柄
ま
で
洗
い
落
と
し
て

し
ま
っ
た
後
の
よ
う
な
、
生
々
し
い
素
顔
。
ぼ
く
は
そ
の
素
顔
に
意

表
を
つ
か
れ
て
し
ま
う
。
ナ
チ
ス
の
兵
士
を
、
兵
士
で
な
く
し
た
も

の
は
、
お
び
え
で
も
な
け
れ
ば
、
虚
脱
で
も
な
く
、
じ
つ
に
そ
の
素

顔
の
せ
い
だ
っ
た
の
だ
。
一
人
は
ど
こ
か
の
ド
イ
ツ
の
片
田
舎
の
農

夫
の
息
子
と
い
っ
た
感
じ
の
、
実
直
そ
う
な
青
年
。
い
ま
一
人
の
顔

は
よ
く
見
え
な
い
が
、
た
ぶ
ん
見
習
い
工
か
な
に
か
だ
ろ
う
。
と
つ

ぜ
ん
舞
い
戻
っ
て
き
た
、
日
常
の
素
顔
に
、
制
服
の
ほ
う
が
と
ま
ど

い
、
ま
ご
つ
い
て
い
る
。
化
粧
を
落
し
た
俳
優
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の

衣
装
が
そ
ら
ぞ
ら
し
い
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
(82)

安
部
は
二
枚
の
写
真
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
「
兵
士
」
と
い
う
「
扮
し

て
い
た
役
柄
」
す
な
わ
ち
シ
ニ
フ
ィ
エ
に
は
還
元
さ
れ
な
い
「
生
々
し
い

素
顔
」
と
い
う
「
シ
ニ
フ
ィ
エ
な
き
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
」
を
発
見
し
て
い
る

の
で
あ
る

。
重
要
な
の
が
、
こ
の
「
生
々
し
い
素
顔
」
と
い
う
言
葉
が
、

(83)

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
が
用
い
た
「
生
々
し
く
」
と
い
う
言
葉
を
パ
ラ
フ
レ
ー

ズ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
バ
ル
ト
の
『
神
話
作
用
』
の
邦
訳
が
、
「
ミ

リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
が
発
表
さ
れ
る
一
九
六
八
年
八
月
の
一
年
程
前
の

一
九
六
七
年
七
月
に
篠
沢
秀
夫
訳
で
現
代
思
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
安
部
が
バ
ル
ト
の
『
神
話
作
用
』
を
参
考
に
し
て
、

軍
服
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
に
応
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
安
部
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
け
る
、
こ
の
引
用
箇
所

に
は
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
（Jean-Paul

Sartre,
1905-1980

）
か
ら

影
響
を
受
け
た
箇
所
も
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
サ
ル
ト
ル
は
『
存

在
と
無

―
現
象
学
的
存
在
論
の
試
み
』（L'Ê

tre
et

le
néant:

E
ssai

d'ontologie
phénom

énologique,
1943

）

に
お
い
て
、
「
キ
ャ
フ
ェ
の
ボ
ー
イ
」

を
例
に
取
っ
て
、
人
間
と
職
業
主
体
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

私
は
か
か
る
主
体
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
か
か
る
主
体
で

あ
る
こ
と
を
演
じ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
私
は

私
が
そ
れ
で
あ
る
つ
も
り
に
な
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
私
は
か
か
る
主
体
に
無

néant

を
帯
び
さ
せ
る
。
私
は
キ
ャ
フ

ェ
の
ボ
ー
イ
の
職
務
を
完
遂
し
よ
う
と
し
て
も
む
だ
で
あ
る
。
私
は
、

俳
優
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
で
あ
る
の
と
同
様
、
中
立
的
な
仕
方
で
し
か
キ

ャ
フ
ェ
の
ボ
ー
イ
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
中
略
）
私
が
実
現
す



よ
う
と
こ
こ
ろ
み
る
の
は
、
キ
ャ
フ
ェ
の
ボ
ー
イ
の
即
自
存
在
で
あ

る
。（
中
略
）
し
か
し
、
私
が
キ
ャ
フ
ェ
の
ボ
ー
イ
で
あ
る
の
は
、
即

自
存
在
の
あ
り
か
た
に
お
い
て
で
は
な
い
。
私
は
、
私
が
そ
れ
で
あ

ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
あ
り
か
た
に
お
い
て
、
キ
ャ
フ

ェ
の
ボ
ー
イ
で
あ
る
の
で
あ
る
。
(84)

サ
ル
ト
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
私
」
と
い
う
「
対
自
存
在
」（pour-soi

）

は
、「
キ
ャ
フ
ェ
の
ボ
ー
イ
」
と
い
う
「
か
か
る
主
体
」
の
「
即
自
存
在
」

（être-en-soi

）
に
な
り
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
サ
ル
ト
ル
、

バ
ル
ト
、
安
部
の
三
人
は
み
な
、
「
階
級
」
や
「
役
柄
」
と
い
っ
た
「
本

質
」
や
「
即
自
存
在
」
、「
シ
ニ
フ
ィ
エ
」
に
は
還
元
さ
れ
え
な
い
も
の
を
、

「
対
自
存
在
」
や
「
生
々
し
い
素
顔
」
に
発
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
サ
ル
ト
ル
が
『
存
在
と
無
』
に
お
い
て
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（W

illiam
Shakespeare,

1564-1616
）

の
悲
劇
『
ハ
ム

レ
ッ
ト
』（H

am
let,

1500-1502?

）
を
例
に
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
私
」
は
、
「
俳
優
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
で
あ
る
」
よ
う
に
、「
即
自
存
在
」
を

演
じ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
安
部
は
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」

に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
の
兵
士
の
写
真
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
「
化
粧
を
落
し
た
俳
優
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
衣
装
が
そ
ら

ぞ
ら
し
い
の
と
同
じ
」
よ
う
に
、
兵
士
の
「
生
々
し
い
素
顔
」
と
軍
服
の

間
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
部
は
サ
ル
ト
ル
『
存

在
と
無
』
に
お
け
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
例
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
安
部
は
バ
ル
ト
『
神
話
作
用
』
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析

と
サ
ル
ト
ル
『
存
在
と
無
』
の
実
存
主
義
を
応
用
す
る
こ
と
で
、「
役
柄
」

と
い
う
「
本
質
」
に
は
還
元
不
可
能
な
「
生
々
し
い
素
顔
」
を
提
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
短
編
小
説
「
保
護
色
」
が
提
示
し
た
制
服
が
表

象
す
る
「
階
級
」
や
「
本
質
」
か
ら
の
ズ
レ
と
同
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
安
部
の
用
い
た
「
生
々
し
い
素
顔
」
と
い
う
言
葉
は
、
柄
谷
行

人
（
一
九
四
一
年
―
）
の
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年

八
月
）
に
お
け
る
歌
舞
伎
と
「
素
顔
」
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
。

団
十
郎
の
演
技
は
「
写
実
的
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
言
文
一
致
」

的
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
歌
舞
伎
は
人
形
浄
瑠
璃
に
も
と
づ
い
て
お

り
、
人
形
の
か
わ
り
に
人
間
を
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
古
風
な
誇

張
的
な
科
白
」
や
「
身
体
を
徒
に
大
き
く
動
か
す
派
手
な
演
技
」
は
、

舞
台
で
人
間
が
非
人
間
化
し
「
人
形
」
化
す
る
た
め
に
不
可
欠
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
役
者
の
、
厚
化
粧
で
隅
取
ら
れ
た
顔
は
「
仮

面
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
市
川
団
十
郎
が
も
た
ら
し
、
の
ち
の
新
劇

に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
明
瞭
に
見
出
さ
れ
た
の
は
、
い
わ
ば
「
素
顔
」

だ
と
い
え
る
。（
中
略
）

風
景
が
以
前
か
ら
あ
る
よ
う
に
、
素
顔
も
も
と
か
ら
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
が
た
ん
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
み
え
る
よ
う
に
な
る

の
は
視
覚
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
概
念
（
意
味
さ
れ

る
も
の
）
と
し
て
の
風
景
や
顔
が
優
位
に
あ
る
「
場
」
が
転
倒
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
素
顔
や
素
顔
と
し
て

の
風
景
が
「
意
味
す
る
も
の
」
と
な
る
。
(85)



柄
谷
は
こ
こ
で
、
九
代
目
市
川
団
十
郎
（
一
八
三
八
―
一
九
〇
三
年
）
の
写

実
的
な
歌
舞
伎
と
、
そ
れ
以
前
の
古
風
で
派
手
な
歌
舞
伎
を
対
比
し
て
い

る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
古
風
な
歌
舞
伎
の
「
化
粧
」
と
写
実
的
な
歌
舞
伎

の
「
素
顔
」
は
二
項
対
立
的
な
関
係
性
に
あ
り
、
近
代
に
お
い
て
そ
の
「
素

顔
」
は
「
化
粧
」
の
対
立
項
と
し
て
逆
説
的
に
発
見
さ
れ
た
も
の
な
の
だ

っ
た
。
こ
の
と
き
、
「
顔
」
は
役
柄
と
し
て
の
「
意
味
さ
れ
る
も
の
」（
シ

ニ
フ
ィ
エ
）
か
ら
「
意
味
す
る
も
の
」（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
に
変
貌
す
る
。
柄

谷
は
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
に
お
い
て
、
「
風
景
」
や
「
素
顔
」
と

い
っ
た
、
も
と
も
と
か
ら
あ
り
そ
う
な
も
の
が
、
実
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
、
そ
の
政
治
性
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
部
も
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
「
素
顔
」
や
「
化
粧
」
と
い
っ
た
言
葉
を

用
い
て
、
軍
服
の
政
治
性
を
論
じ
て
い
た
。
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」

の
「

」
で
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
軍
服
が
「
日
常
性
か
ら
の
断
絶
」

2

を
強
調
し
て
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
近
代

国
家
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
は
作
業
着
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
で
日

常
性
を
強
調
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
隠
し
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ナ
チ
ス
の
軍
服
が
古
風
な
歌
舞
伎
に
対
応
す
る
な

ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
は
写
実
的
な
歌
舞
伎
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
。
こ

の
点
で
、
安
部
が
柄
谷
的
な
思
考
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

軍
服
を
着
な
が
ら
に
し
て
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
、
パ
ロ
デ
ィ
を
と

お
し
て
撹
乱
す
る
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
は
、
化
粧
／
素
顔
と
い
う

二
項
対
立
を
も
内
部
か
ら
破
壊
す
る
よ
う
な
「
素
顔
」
の
発
見
な
の
で
あ

っ
た
。

六
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
も
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
や
短
編
小
説
「
保
護
色
」
を
論

じ
、
安
部
公
房
の
「
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
を
論
じ
て
き
た
。
安
部

が
提
示
し
た
〈
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
〉
と
は
軍
服
を
着
な
が
ら
に
し
て

「
国
家
」
や
「
役
柄
」
、
「
本
質
」
を
現
象
学
的
還
元
し
、
還
元
不
可
能
な

「
素
顔
」
、「
実
存
」
を
逆
説
的
に
提
示
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

安
部
が
日
本
共
産
党
に
入
党
し
て
い
た
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
短
編
小
説

「
保
護
色
」
に
お
い
て
も
、
日
本
共
産
党
除
名
後
の
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

ッ
ク
」
と
同
様
に
、
軍
服
と
〈
保
護
色
〉
／
〈
警
戒
色
〉
の
関
係
が
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
「
保
護
色
」
で
は
、
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
『
社
會
主
義
と
進
化

論
』
や
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ッ
ク
の
失
踪
」
を
参
考
に

し
て
、
資
本
主
義
社
会
と
動
物
の
生
存
競
争
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
、
カ
メ
レ

オ
ン
の
よ
う
に
皮
膚
の
色
を
変
化
さ
せ
る
〈
保
護
色
〉
が
描
か
れ
て
い
た
。

ま
た
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
の
「
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
の
要

素
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
階
級
闘
争
が
主
張
さ
れ
た
「
保
護
色
」
に
も

見
ら
れ
る
、
安
部
の
一
貫
し
た
政
治
思
想
で
あ
っ
た
。

次
に
、
安
部
が
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
お
い
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
を

扱
っ
て
い
た
こ
と
の
意
味
を
、
同
時
代
の
言
説
を
探
る
こ
と
で
明
ら
か
に

し
た
。
当
時
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
カ
ッ
プ
が
エ
ッ
セ
イ
「
ビ
ー
ト
ル
ズ

を
讃
え
る
」
に
お
い
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
よ
る
軍
隊
批
判
を
論
じ
て
お
り
、

単
語
レ
ベ
ル
の
類
似
性
か
ら
、
安
部
が
カ
ー
カ
ッ
プ
の
エ
ッ
セ
イ
を
参
照

し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
安
部
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
ミ
リ
タ
リ



ィ
・
ル
ッ
ク
」
に
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
パ
ロ

デ
ィ
性
を
発
見
し
て
お
り
、
リ
ン
ダ
・
ハ
ッ
チ
オ
ン
『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
政
治
学
』
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
と
の
類
似
性
を
指

摘
で
き
る
。
ま
た
、
三
島
由
紀
夫
の
エ
ッ
セ
イ
「
軍
服
を
着
る
男
の
条
件
」

に
お
い
て
も
〈
保
護
色
〉
／
〈
警
戒
色
〉
と
い
う
言
葉
が
軍
服
を
説
明
す

る
際
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
安
部
と
三
島
が
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
と
お
し
て

交
換
書
簡
の
よ
う
に
や
り
と
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
の
改
稿
過
程
か
ら
、
山
口
昌
男
『
道
化
の
民

俗
学
』
を
参
考
に
し
て
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
し
て
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル

ッ
ク
」
と
三
島
由
紀
夫
の
軍
服
を
対
比
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
安
部
は
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
神
話
作
用
』
や
サ
ル
ト
ル
『
存
在

と
無
』
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
軍
服
の
非
言
語
レ
ベ
ル
で
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
分
析
を
行
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
同
時
代
の
状
況
に
注
目
す
れ
ば
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
で
批
判
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
行
う
ア
メ

リ
カ
と
い
う
国
家
だ
っ
た
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
お

い
て
、
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
」

と
い
う
口
実
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
行
わ

(86)

れ
て
い
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
ナ
チ
ス
の
軍
服
と
ア
メ
リ
カ
の
軍
服
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
的
な
同
質
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
争
を
行
う
近

代
国
家
自
体
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
あ
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
、
そ
れ
が
国
家
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
隠
し
持
つ
近
代
国
家

を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
安
部
の
パ
ロ
デ
ィ
は
、
そ

の
よ
う
な
国
家
を
破
壊
す
る
よ
う
な
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
内
包
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

【
注
記
】

安
部
公
房
の
文
学
を
、
映
画
な
ど
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
連
で
論
じ
た
近
年
の
先

1
行
研
究
に
は
、
友
田
義
行
『
戦
後
前
衛
映
画
と
文
学

―
安
部
公
房
×
勅
使
河
原
宏
』

（
人
文
書
院
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
や
木
村
陽
子
『
安
部
公
房
と
は
だ
れ
か
』（
笠
間

書
院
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
、
鳥
羽
耕
史
編
『
メ
デ
ィ
ア
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

世
20

紀
②

安
部
公
房

メ
デ
ィ
ア
の
越
境
者
』
（
森
話
社
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

木
村
陽
子
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
劇
へ
の
道
」（
『
安
部
公
房
と
は
だ
れ
か
』
笠
間
書

2
院
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
一
〇
四
頁

波
潟
剛
「
高
度
成
長
期
の
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」

―
小
説
『
砂
の
女
』
と
安
部

3
公
房
」
（
『
越
境
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』
（

出
版
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
二
四

N
T
T

〇
―
二
四
一
頁

世
相
風
俗
観
察
会
編
『
増
補
新
版
現
代
世
相
風
俗
史
年
表

―
昭
和

年
（1945

）

4

20

～
平
成

年
（2008

）
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
一
四
三
頁

20

「
踊
る
ミ
リ
タ
リ
ー
ル
ッ
ク
」
（
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
第
一
六
巻
四
三
号
、
一
九
六
七

5
年
一
〇
月
）
、
「
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ル
ッ
ク
が
大
流
行
！
」
（
『
週
刊
平
凡
』
第
九
巻
四
三

号
、
一
九
六
七
年
一
〇
月
）
、
「
ミ
リ
タ
リ
ー
ル
ッ
ク
」
（
『
小
説
倶
楽
部
』
第
二
〇
巻

一
六
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）
、
小
橋
良
夫
「
古
今
東
西
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
考
」

（『
丸
』
第
二
〇
巻
一
二
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）、「
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ル
ッ
ク
」（『
東

邦
経
済
』
第
三
八
巻
一
号
、
一
九
六
八
年
一
月
）

安
部
ね
り
「
作
家
安
部
公
房
と
人
間
科
学
」（
『
安
部
公
房
伝
』
新
潮
社
、
二
〇
一
一

6
年
三
月
）
一
三
六
頁

利
沢
行
夫
「
〝
本
物
の
異
端
″
の
明
確
な
イ
メ
ー
ジ

―
安
部
公
房
『
内
な
る
辺
境
』
」

7
（
『
群
像
』
一
九
七
二
年
三
月
号
）
二
三
九
頁



柾
谷
悠
「
内
な
る
辺
境

―
安
部
公
房
の
辺
境
へ
の
路
程
」
（
『
国
文
学

解
釈
と
教

8
材
の
研
究
』
一
九
七
二
年
九
月
臨
時
増
刊
号
）

G
ibeau

M
ark.

"T
he

F
rontier

W
ithin:

A
be

K
ôbô

and
Postw

ar
Japanese

9L
iterature."

（
『
比
較
文
化
論
叢
』
一
七
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
「
解
説
」
（
安
部
公
房
『
内
な
る
辺
境
』
中
央
公
論
新
社
、
一

10
九
七
五
年
七
月
）

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
「
解
説
」
一
〇
四
頁

11

A
be
K
ōbō.

The
F
rontier

W
ithin:

E
ssays

by
A
be
K
ōbō.

T
rans.

R
ichard

F.

12C
alichm

an.
N
ew
Y
ork:

C
olum

bia
U
P,
2013.

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
リ
チ
マ
ン
「
〈
社
会
理
論
〉
と
し
て
の
安
部
公
房
」（
鳥
羽
耕
史
編

13
『
安
部
公
房

メ
デ
ィ
ア
の
越
境
者

―
メ
デ
ィ
ア
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

世
紀
』

20

森
話
社
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
二
五
頁

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
リ
チ
マ
ン
「
〈
社
会
理
論
〉
と
し
て
の
安
部
公
房
」
二
六
頁

14

本
稿
に
お
け
る
安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
の
引
用
は
、
と
く
に
断
り
の

15
な
い
限
り
、
『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
二
巻
（
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
七
月
）
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
以
下
同
。
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
二
九
―
一
三
〇
頁

16

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
二
九
頁

17

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
〇
頁

18

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
四
頁

19

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
五
頁

20

安
部
公
房
「
制
服
（
五
景
）」
初
演
、
六
本
木
俳
優
座
劇
場
（
劇
団
青
俳
）、
一
九
六

21
〇
年
一
一
月
三
〇
日
―
二
月
五
日
。
こ
の
戯
曲
は
一
九
五
五
年
三
月
に
三
幕
七
場
に

改
稿
さ
れ
て
劇
団
青
俳
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
て
い
る
（
安
部
公
房
「
制
服
（
三
幕
七

場
）
」（『
ど
れ
い
狩
り
・
快
速
船
・
制
服
』
青
木
書
店
、
一
九
五
五
年
九
月
）（
初
演
、

劇
団
青
俳
第
二
回
公
演
、
新
橋
飛
行
家
館
ホ
ー
ル
、
一
九
五
五
年
三
月
一
〇
―
二
一

日
）
）。

木
村
陽
子
「
「
境
界
」
者
た
ち
の
加
害
者
論
争

―
安
部
公
房
・
戯
曲
「
制
服
」
の

22
改
稿
問
題
を
中
心
に

―
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
一
輯

第
三
分
冊
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
一
八
一
―
一
八
二
頁

和
田
勉
「
安
部
公
房
論
」（
『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
三
七
号
、
二

23
〇
〇
七
年
九
月
）
三
頁

「
作
品
ノ
ー
ト

」
（
安
部
公
房
『
安
部
公
房
全
集
』
第
三
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九

24

3

七
年
一
〇
月
）
二
頁
。
な
お
、
「
手

―
他
一
篇

―
」
の
「
他
一
篇
」
は
、
短
編
小

説
「
事
業
」
（
安
部
公
房
「
赤
い
繭
」
（
『
人
間
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
）
）
を
再
掲

載
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。

安
部
公
房
「
石
川
淳
宛
書
簡
」（
『
安
部
公
房
全
集
』
第
三
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
七

25
年
一
〇
月
）
三
三
頁

鳥
羽
耕
史
「
芸
術
運
動
と
文
学
」（
『
運
動
体
・
安
部
公
房
』
一
葉
社
、
二
〇
〇
七
年

26
五
月
）
一
五
八
頁

安
部
公
房
「
保
護
色
」〈
『
安
部
公
房
全
集
』
第
三
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
一
〇

27
月
）
二
〇
頁

安
部
公
房
「
保
護
色
」
三
二
頁

28

安
部
公
房
「
保
護
色
」
一
九
頁

29

安
部
公
房
「
保
護
色
」
二
〇
頁

30

安
部
公
房
「
保
護
色
」
二
〇
―
二
一
頁

31

安
部
公
房
「
保
護
色
」
二
二
頁

32

安
部
公
房
「
保
護
色
」
二
二
―
二
四
頁

33



先
行
研
究
で
は
、
鳥
羽
耕
史
が
「
も
ち
ろ
ん
作
品
の
芸
術
的
価
値
判
断
の
問
題
も
あ

34
る
だ
ろ
う
が
、
強
い
政
治
的
寓
意
性
が
「
純
文
学
」
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
忌
避
さ

れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
安
部
自
身
そ
う
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
論

じ
て
い
る
（
鳥
羽
耕
史
「
芸
術
運
動
と
文
学
」
一
五
八
頁
）。

パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
「
ダ
ア
ヰ
ン
説
（
進
化
論
）
」
（
『
社
會
主
義
と
進
化
論

―
マ
ル
ク

35
ス
説
と
ダ
ア
ヰ
ン
説
と
の
關
係

―
』
堺
利
彦
訳
、
彰
考
書
院
、
一
九
四
七
年
二
月
）

四
八
頁

パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
「
動
物
の
器
官
と
人
間
の
道
具
」（
『
社
會
主
義
と
進
化
論

―
マ
ル

36
ク
ス
説
と
ダ
ア
ヰ
ン
説
と
の
關
係

―
』
堺
利
彦
訳
、
彰
考
書
院
、
一
九
四
七
年
二

月
）
五
四
頁

パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
「
ダ
ア
ヰ
ン
説
（
進
化
論
）」
一
〇
―
一
一
頁

37

安
部
公
房
「
保
護
色
」
一
八
頁

38

ギ
イ
ョ
オ
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ツ
ク
滅
形
」（
堀
口
大
學
『
堀

39
口
大
學
全
集
』
補
巻
二
、
一
九
八
四
年
六
月
）
九
頁

堀
口
大
學
訳
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ツ
ク
滅
形
」
は
、
堀
口
大
學
『
詩
人
の
な
ぷ
き

40
ん

―
仏
蘭
西
短
編
集
』
（
第
一
書
房
、
一
九
二
九
年
九
月
）
や
『
世
界
文
学
全
集
第

三
六
巻

近
代
短
篇
小
説
集
』
（
新
潮
社
、
一
九
二
九
年
七
月
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
安
部
が
こ
れ
ら
を
読
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

安
部
公
房
「
保
護
色
」
三
二
頁

41

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
「
オ
ノ
レ
・
シ
ュ
ブ
ラ
ッ
ク
の
失
踪
」
の
最
後
に
、
オ
ノ
レ
・
シ
ュ

42
ブ
ラ
ッ
ク
は
壁
と
同
化
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
安
部
公
房
「
魔
法
の
チ
ョ
ー
ク
」（『
人

間
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
）
で
も
、
主
人
公
は
壁
と
同
化
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
て

お
り
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
か
ら
安
部
へ
の
影
響
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

安
部
公
房
「
保
護
色
」
二
四
頁

43

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
二
巻
、
新
潮
社
、

44
一
九
九
九
年
七
月
、
一
三
〇
―
一
三
一
頁

三
宅
芳
夫
は
、『
知
識
人
と
社
会

―
＝

・
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
政
治
と
実
存
』

45

J

P

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
に
お
い
て
、
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
と
ア
ナ
キ

ズ
ム
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
の
関
係
性
を
論
じ
、
サ
ル
ト
ル
の
思
想
を

「A
narcho-E

xistentialism
e

」
（
一
三
二
頁
）
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
受

け
、
安
部
の
思
想
を
「
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。

安
部
公
房
「
国
家
か
ら
失
踪
」（『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
一
巻
、
一
九
九
九
年
六
月
）

46
四
二
七
頁

拙
稿
「
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
と
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
「
ウ
ェ
イ

47
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
」

―
安
部
公
房
の
ア
メ
リ
カ
文
学
受
容
と
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ

ル
ト
ル
、
大
橋
健
三
郎

―
』（『
九
大
日
文
』
二
三
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
で
は
、

安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
に
お
い
て
、
都
市
空
間
を
舞
台
に
し
た
実
存
主
義

的
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
失
踪
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

イ
ア
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
レ
コ
ー
ド
」（『
ビ
ー
ト
ル
ズ
と

年
代
』

48

60

奥
田
裕
士
訳
、
キ
ネ
マ
旬
報
社
、
一
九
九
六
年
七
月
）
二
六
七
頁

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
四
頁

49

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
カ
ッ
プ
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
讃
え
る
」
徳
永
暢
三
訳
（
『
季
刊
芸

50
術
』
一
九
六
八
年
一
月
号
）
一
六
一
頁

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
カ
ッ
プ
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
讃
え
る
」
一
五
九
頁

51

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
カ
ッ
プ
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
讃
え
る
」
一
五
九
頁

52

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
五
頁

53

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
四
頁
。
傍
点
原
文
。

54

麻
生
亨
志
「
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と
初
期
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」（
『
ポ
ス
ト
モ

55



ダ
ン
と
ア
メ
リ
カ
文
化

―
文
化
の
翻
訳
に
向
け
て
』
彩
流
社
、
二
〇
一
一
年
六
月
）

五
七
―
六
五
頁
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58

エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
の
挿
画
を
担
当
し
た
の
は
、
前
衛
芸
術
家
、

59
赤
瀬
川
原
平
（
一
九
三
七
―
二
〇
一
四
年
）
だ
っ
た
。
一
九
六
三
年
三
月
、
赤
瀬
川

は
千
円
札
を
拡
大
模
写
し
た
作
品
「
復
讐
の
形
態
学
」
を
制
作
し
、
更
に
印
刷
し
た

千
円
札
の
模
造
を
芸
術
作
品
に
し
た
た
め
、
通
貨
及
証
券
模
造
取
締
法
違
反
で
起
訴

さ
れ
、
「
千
円
札
裁
判
」
（
一
九
六
五
―
一
九
六
七
年
）
に
発
展
し
た
。
高
祖
岩
三
郎

に
よ
れ
ば
、
「
実
際
に
は
使
用
困
難
だ
が
、
全
く
使
用
不
能
で
も
な
く
、
ニ
セ
札
と
の

紛
ら
わ
し
い
類
似
性
が
あ
る
」
模
造
札
の
散
布
は
「
資
本
主
義
経
済
と
そ
の
国
家
的

管
理
を
「
観
察
す
る
行
為
」
と
見
做
さ
れ
る
」
と
い
う
（
高
祖
岩
三
郎
「
た
の
し
や

お
か
し
や
お
ぞ
ま
し
や

―
僕
ら
み
ん
な
の
ゲ
イ
ジ
ュ
ツ
家
に
捧
げ
る
」

（
『K

A
W
A
D
E

夢
ム
ッ
ク

文
藝
別
冊

赤
瀬
川
原
平
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月
）
一
一
四
頁
）
。
赤
瀬
川
が
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
の
挿
画
を
書
い
た

の
は
、
こ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
千
円
札
そ
っ
く
り
の
芸
術
作
品
を
制
作
す
る
と

い
う
赤
瀬
川
の
パ
ロ
デ
ィ
性
は
、
軍
服
そ
っ
く
り
の
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
に
注
目

す
る
安
部
の
パ
ロ
デ
ィ
性
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・

ル
ッ
ク
」
の
挿
画
を
赤
瀬
川
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
安
部
が
こ
の

よ
う
な
赤
瀬
川
の
パ
ロ
デ
ィ
性
に
注
目
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

遠
藤
周
作
「
そ
れ
行
け
狐
狸
庵
第
四
回

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
忘
れ
た
下
着

―

局

60

T
V

で
見
た
愛
す
べ
き
ミ
ー
ハ
ー
族
た
ち
」
（
『
文
芸
春
秋
』
一
九
六
八
年
八
月
号
）
二
四

六
―
二
五
一
頁

三
島
由
紀
夫
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
見
物
記
」（『
決
定
版

三
島
由
紀
夫
全
集
』
第
三
四
巻
、

61
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）
一
六
八
―
一
七
二
頁

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
も
ま
た
、
軍
服
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
結
び

62
つ
け
た
例
と
し
て
、
三
島
由
紀
夫
の
名
前
に
言
及
し
て
い
る(Susan

Sontag.
U
nder

the
Sign

of
Saturn.

N
ew

Y
ork:

V
intage

B
ooks,

1981.100. )

。
大
江
健
三
郎
（
一

九
三
五
年
―
）
も
ま
た
、
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」（
『
文
学
界
』
一
九
六
一
年
一
月
号
）

に
お
い
て
、
軍
服
と
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
、
実
存
主

義
を
応
用
し
て
描
い
て
い
る
。

安
部
公
房
「
精
神
の
城
塞
」（
『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
二
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
九

63
年
七
月
）
一
五
七
―
一
五
八
頁

安
部
公
房
「
精
神
の
城
塞
」
一
五
八
頁

64

三
島
由
紀
夫
「
軍
服
を
着
る
男
の
条
件
」
（
『
決
定
版

三
島
由
紀
夫
全
集
』
第
三
五

65
巻
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
二
九
八
頁

安
部
公
房
「
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
宛
書
簡
第

信
」（『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
二
巻
、

66

5

新
潮
社
、
一
九
九
九
年
七
月
）
二
七
七
頁

「
作
品
ノ
ー
ト

」（『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
二
巻
、
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
七
月
）

67

22

七
頁三

島
由
紀
夫
「
「
楯
の
会
」
の
こ
と
」（
『
決
定
版

三
島
由
紀
夫
全
集
』
第
三
五
巻
、

68
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
七
二
〇
頁

越
次
倶
子
「
三
島
由
紀
夫
」
（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
三
年
六
月
臨
時
増

69
刊
号
）
三
〇
五
頁
。
三
島
由
紀
夫
の
一
九
六
七
年
四
月
に
お
け
る
自
衛
隊
体
験
入
隊

に
つ
い
て
は
、
三
島
の
エ
ッ
セ
イ
「
自
衞
隊
を
體
驗
す
る

―
日
間
の
ひ
そ
か
な

46



〝
入
隊
〟
」（
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
六
七
年
六
月
一
一
日
号
）
に
詳
し
い
。

大
久
保
典
夫
「
編
年
体
・
三
島
由
紀
夫
」
（
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九

70
七
〇
年
五
月
臨
時
増
刊
号
）
一
九
五
頁

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
二
頁

71

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
二
頁

72

安
部
公
房
「
精
神
の
城
塞
」
一
五
七
―
一
五
八
頁

73

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
二
頁

74

高
野
斗
志
美
は
、『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
を
論
じ
た
箇
所
で
、「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ

75
ク
」
を
引
用
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
異
端
の
上
に
現
代
と
い
う
正
統
が
在
り
う
る
の
で
あ
れ

ば
、
ま
さ
に
異
端
と
し
て
の
自
己
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
い
く
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、

本
質
的
に
成
立
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
高
野
斗
志
美
「
異
端
者
の
パ
ロ
デ
ィ
」（『
増

補

安
部
公
房
論
』
花
神
社
、
一
九
七
九
年
七
月
）
二
二
〇
頁
）。
本
稿
に
お
い
て
は
、

正
統
／
異
端
、
ア
メ
リ
カ
／
ナ
チ
ス
と
い
っ
た
二
項
対
立
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
も

の
と
し
て
、
安
部
の
パ
ロ
デ
ィ
論
を
捉
え
て
い
る
。

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
六
八
年
八
月
号
）
三
七

76
九
頁安

部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
五
頁
。

77

山
口
昌
男
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
道
化
の
伝
統
」（
『
山
口
昌
男
著
作
集
３

78
道
化
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）
二
九
九
頁

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
今
日
に
お
け
る
神
話
」（
『
神
話
作
用
』
篠
沢
秀
夫
訳
、
現
代
思

79
潮
社
、
一
九
六
七
年
七
月
）
一
五
〇
頁

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
今
日
に
お
け
る
神
話
」
一
五
三
頁

80

同
時
代
で
は
、
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
が
発
表
さ
れ
る
一
年
程
前
に
、
花
田
清

81
輝
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
四
年
）
が
エ
ッ
セ
イ
「
さ
ま
ざ
ま
な
「
戦
後
」
」
（
『
潮
』
一

九
六
七
年
七
月
号
）
に
お
い
て
、
花
田
が
中
野
正
剛
（
一
八
八
六
―
一
九
四
三
年
）

が
主
宰
す
る
国
家
主
義
団
体
、
東
方
会
（
一
九
三
六
―
一
九
四
四
年
）
の
「
ナ
チ
ス

ば
り
の
制
服
」
を
「
戦
争
中
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
戦
後
」
に
、
他
に
着
る
も
の
が
な

か
っ
た
た
め
に
着
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
「
さ
ま
ざ
ま
な
「
戦
後
」
」
（
『
花
田
清
輝

全
集
』
第
一
三
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
八
月
）
一
〇
一
頁
）
。
周
知
の
よ
う
に
、

花
田
は
戦
争
中
、
東
方
会
の
機
関
誌
『
東
大
陸
』
（
一
九
三
六
―
一
九
四
三
年
）
に
寄

稿
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
左
翼
知
識
人
と
し
て
活
動
し
た
。「
ナ
チ
ス
ば
り
の
制
服
」

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
無
関
係
に
制
服
を
着
る
花
田
こ
そ
、
「
ミ
リ

タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
の
先
駆
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
「
明
治
百

年
」
（
一
九
六
八
年
）
の
前
後
に
、
花
田
は
『
小
説
平
家
』
（
講
談
社
、
一
九
六
七
年

五
月
）
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
小
説
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
花
田
が
「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
」
を
区
別
し
、
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
立
場
に
立
っ
て
、
た
え
ず
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
「
亡
国
の
思
想
」（
『
花
田
清
輝
全
集
』

第
一
三
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
八
月
）
三
一
五
―
三
一
六
頁
）
。
安
部
も
ま
た
、

「
軍
服
」
と
い
う
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
」
を
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
立
場
か
ら
扱
っ
て

お
り
、
こ
こ
か
ら
安
部
と
花
田
が
問
題
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
花
田
清

輝
と
東
方
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
有
馬
学
「
東
方
会
、『
東
大
陸
』

―
『
東
大
陸
』

誌
上
に
お
け
る
花
田
清
輝

―
「
国
家
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
運
動
族

花
田
清
輝
』

福
岡
市
文
学
館
編
、
福
岡
市
文
学
館
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
に
詳
し
い
。

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
〇
―
一
三
一
頁

82

軍
服
を
映
し
た
写
真
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
（Franz

K
afka,

1883 -1924

）

83
の
『
変
身
』（D

ie
V
erw
andlung,

1915

）
に
登
場
す
る
、
主
人
公
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ

ム
ザ
（G

regor
Sam

sa

）
の
「
軍
隊
時
代
の
写
真
」
が
想
起
さ
れ
る
（
『
変
身
』（
高
橋



義
孝
訳
、
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）
二
七
頁
）。
ザ
ム
ザ
が
虫
に
変
身
す
る
と
、

そ
の
父
親
は
銀
行
で
働
き
始
め
、
「
な
に
か
か
た
く
な
に
、
家
へ
帰
っ
て
か
ら
も
小
使

の
制
服
を
ぬ
ぐ
こ
と
を
拒
ん
だ
」
（
六
八
頁
）
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
フ
カ
研
究
者
で
あ
る

マ
ー
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（M

ark
M
.
A
nderson

）
は
、
こ
こ
に
「
画
一
化
さ
れ
た

衣
裳
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
る
社
会
」
（
「
進
化
の
階
段
を
か

け
お
り
た
男
？

―
『
変
身
』
に
お
け
る
美
の
自
立
」
（
『
カ
フ
カ
の
衣
裳
』
三
谷
研

爾
、
竹
林
多
寿
子
訳
、
高
科
書
店
、
一
九
九
七
年
七
月
）
二
二
二
頁
）
を
見
い
だ
し
、

こ
の
よ
う
な
労
働
に
よ
る
自
己
規
定
を
否
定
す
る
カ
フ
カ
の
立
場
が
、
マ
ッ
ク
ス
・

シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
（M

ax
S
tirner,

1806-1856

）
ら
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
近
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
（
三
七
六
―
三
七
七
頁
）。
こ
こ
に
は
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ナ
ー
、
カ
フ
カ
か

ら
安
部
に
至
る
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
系
譜
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
「
無
の
問
題
」（
『
存
在
と
無

―
現
象
学
的
存
在
論

84

の
試
み
』
松
浪
信
三
郎
訳
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
二
〇
一
―
二
〇
二

頁
柄
谷
行
人
「
内
面
の
発
見
」（
『
定
本
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

85
八
年
一
〇
月
）
五
二
―
五
三
頁

安
部
公
房
「
ミ
リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
一
三
二
頁

86【
付
記
】
本
稿
は
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
一
三
年
春
季
大
会
若
手
研
究
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
於
・
法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
六
日
）
に
お
け
る
口
頭

発
表
「
都
市
の
ア
ナ
キ
ズ
ム

―
安
部
公
房
『
内
な
る
辺
境
』
の
脱
構
築
的
批
評

―
」

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
会
場
内
外
で
ご
質
問
、
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）
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